
中学生の学習到達度

－「学習到達度に関する調査」の分析より－

●第３回学習基本調査 中学生版

第２章



１．調査問題作成にあたっての
確認事項と留意点

（１）今回の学習到達度に関する調査のねらい

�学力を「関心・意欲・態度」「思考・判断」
「技能・表現」「知識・理解」の４観点では

かる。それは、できるだけ多面的に学力を

とらえたいためである。そのために多種類

の問題を盛り込む必要がある。

�今後の学力評価における良問例となるよう
に、新しい学力観に沿った問題を盛り込む。

�経年変化の測定を可能にする。そのため、
現行の学習指導要領とともに新学習指導要

領も視野に入れた出題とする。

「学習到達度に関する調査」により、学力

の実態が明確に把握でき、「学習に関する

意識・実態調査」との関係が検証できるよ

うにする。そのためには、適正な通過率を

定める必要がある。

（２）実施時間と問題量

実施時間は１単位時間の５０分とする。問

題量はすべての生徒が、時間内にすべての

問題に取り組める程度に配慮する。

（３）出題範囲

現行の学習指導要領に基づく、中学校第

１学年までの全範囲とし、新学習指導要領

で削除される事項も出題可とする。

２．調査問題作成までの
検討内容と経過

（１）問題作成の基礎となる学力観の検討

�数学で子どもたちに身につけたい学力
�数学の基礎・基本
�数学における考える力
（２）問題構成の検討

�出題領域（範囲）は、中学校第１学年の現

行および新学習指導要領とする。

�難易度は、平均通過率が６０％程度となるよ
うに作成する。

�出題・解答形式は、記述式だけでなく、問
題によっては記号等の選択形式も取り入れ

る。

�問題数は、１単位時間では２５～３０問程度が
限度。

�１００点満点となるような配点はせず、各問
題が「通過」か否かでみるようにする。

�採点方法は○か×でよいが、採点者が迷わ
ないよう基準を明確にしておく必要がある。

記述式で解答する問題や考え方を問う問題

の採点基準は、個々に定める。

（３）問題作成について

「数学への関心・意欲・態度」をみる問

題作成は難しいが、その可能性については

検討する。今回は主として、

�数学的な見方や考え力
�数学的な表現・処理
�数量・図形などについての知識・理解をみ
る問題作成をし、検討を重ねた。

それぞれの出題については、知識・理解

等に偏ることなく、できるだけバランスを

とることとした。

（４）予備調査結果を踏まえた改善

多種類の問題を盛り込み作成した問題を

予備調査として、調査時間不足を心配しな

がらも、問題数を絞らずに実施してみた。

その結果、やはり時間の制約から、やむ

を得ず一部削除し問題数を絞ることとした。

また特に通過率の低い問題については、よ

り理解しやすい表現や設問の仕方に変える

などして改良を加え、最終的に本調査問題

を作成した。

（深町芳弘 ベネッセ教育研究所顧問）

第１節 数 学

１．出題のねらい
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（１）問題作成の基本

�現行の学習指導要領に定める内容のうち、
ペーパーテストで測定することが適当な内

容項目について調査する。

�新しい学力観が重視する自ら学ぶ意欲・思
考力・判断力・表現力などの資質や能力を

把握する問題を含むテストを作成する。

�教科の目標の実現状況を「関心・意欲・態
度」「思考・判断」「技能・表現」「知識・

理解」の４観点にわたって把握する。ただ

し、「関心・意欲・態度」については、問

題作成における技術上の制約があるため、

同時に行う「学習に関する意識・実態調

査」で調べることとし、テストには含めな

い。

（２）問題の範囲・程度

�調査実施時点で各対象校が履修済みの内容

で問題を作成する。すなわち、小学５年生

には４年生、中学２年生には１年生までの

内容とする。

�問題範囲は、対象学年の学習指導要領を基
準とし、出題領域がバランスよく適切に配

置されるよう配慮する。また、問題は、学

習指導要領に示された基礎的・基本的な内

容が身についているかを確認するのに必要

な程度で作成する。

�問題量は、１教科について通常１単位時間
で終了できる量にする。

（３）出題形式・採点

�解答過程の説明や作文による解答など、記
述式の解答となる出題も行う。

�評価については、採点基準をあらかじめ設
けて採点時に記号化し、統計的な処理が可

能なものにする。

◆出題の方針（数学・国語共通）
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１．通過率

表２－１－１は、設問別の通過率（数学で

は準正解を設定していないため正解率に相

当）をまとめたものである。あわせて、設問

の領域と出題内容を示した。この表からは、

【数と式】領域の通過率のばらつき、【図形】

領域の一定しているが低い通過率が、特徴と

してあげられる。【数と式】では、�の４問

２．通過率・得点分布

表２－１－１ 数学の設問別通過率

大問－小問 領 域 内 容 通過率

� % 数と式 正負の計算 ８６．０

& 正負の計算 ７２．８

' 文字式の計算 ７９．４

( 文字式の計算 ７４．０

� % 数と式 負の数の意味 ７５．３

& 絶対値の意味 ４９．０

' 文字式の表し方 ４６．５

( 文字式の値 ７３．０

) 文字式 ２４．３

� % 数と式 方程式の計算 ８６．３

& 方程式の計算 ３９．３

' 方程式の計算 ７０．４

( 方程式の計算 ４５．８

� % 数と式 方程式の利用 ３６．７

& 方程式の利用 ７０．７

' 方程式の利用 ６１．４

 % 数と式 文字式 ８１．９

& 文字式 ２６．７

' � 文字式 ２９．６

' � 文字式 １６．３

! % � 図形 点対称な図形 ５３．５

% � 点対称な図形 ４３．７

& � 角の二等分線と線分の垂直二等分線の作図 ５１．５

& � 条件を満たす点 ３９．９

" % 図形 直線の位置関係 ４１．０

& 平面の位置関係 ４８．６

' 角柱の展開図 ４２．５

( 角柱の表面積 ３２．９

# % � 数量関係 比例の表 ５４．１

% � 反比例の表 ６３．６

& � 比例の式 ５５．１

& � 反比例の式 ４２．４

' � 比例のグラフ ５１．９

' � 反比例のグラフ ５０．７

$ 数と式・数量関係 方程式や比例の利用 ２５．５

（％）
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図２－１－１　数学の得点分布�

の通過率が７０％を超えているのみで、�以降
�までは、同じ領域内の設問でも通過率にば
らつきがある。特に、�では、同一設問内の
４問の通過率の差が６５．６ポイントと大きく開

いている。また、文字式の通過率の低さは気

になるところである。【図形】の領域は、�
�ともに、通過率はほぼ一定しているものの、
８問中２問を除いては５０％未満となっている。

�は、【数と式】および【数量関係】からの
出題である。方程式あるいは与えられた比例

のグラフのいずれを用いて解いてもかまわな

い出題であったが、通過率は２５．５％と低い。

２．得点分布

図２－１－１は、数学の得点分布を示した

ものである。いずれの問題も、通過した場合

を１点として生徒個人の得点を算出した。こ

れをみると、分布はなだらかな２つの山を描

く双峰型となっている。平均点は１８．４点（３５

点満点）、標準偏差は８．９９であった。

（諸田裕子 お茶の水女子大学大学院博士課程）
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資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

◆数学◆

� 次の%～(の計算をして，答えを書きなさい。
� �11�� � 【正解】 $
� �6�21�� � 【正解】 1#
� 1:1�: 【正解】 1 <
� ��:1�� �1�:1�� � 【正解】 �<1!

� 次の%～)の問いに答えなさい。
� 6��を「海面より��高い地点」とするとき，1��はどのようなこと
を表しているか書きなさい。

【正解】 海面より!-低い地点
� 絶対値が�より小さい整数をすべて書きなさい。

【正解】 �，�，�，1�，1�
� �2�1�3�を2や3の記号を使わないで表しなさい。

【正解】 .�1/�
� :71�のとき，�:6	の値を求めなさい。

【正解】 �
� ふもとから山頂まで:kmの道のりを，上りは毎時�km，下りは毎時�
kmの速さで往復しました。このとき，往復にかかったのは何時間か，式で
表しなさい。

【正解】 <.6</（時間）

� �
【分野】数と式
【内容】正負の計算

� �
【分野】数と式
【内容】文字式の計算

【分野】数と式
【内容】負の数の意味
【採点基準】「海面より」が
ないものや「1��高い」
は不可。「地点」がないも
のや漢字の誤記など，意図
がわかるものは正解とする。

【分野】数と式
【内容】絶対値の意味
【採点基準】1�～�までの
整数�つが書かれていれ
ば順序は問わない。

【分野】数と式
【内容】文字式の表し方
【採点基準】累乗（��）が
書けていないものは不正解。

【分野】数と式
【内容】文字式の値

【分野】数と式
【内容】文字式
【採点基準】たす順序，か
ける順序の入れ替わりは問
わない（以下も同様）。�:6�:�� ，:�6�� ��� も 正 解。
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� 次の%～(の方程式を解いて，<の値を求めなさい。
� :1�7�

【正解】 <7� � 
� 1��:7��

【正解】 �<7�1�"
� :6�7�:1�

【正解】 �<7��
� :1�� 7:�

【正解】 �<7�$
� 次の文章を読んで，%～'の問いに答えなさい。

〈問題〉
何人かの子どもたちにお菓子を配るのに，�人に�個ずつ配ると��個余
り，	個ずつ配ろうとすると�個不足します。子どもの人数を求めなさい。
この問題を解くのに，「子どもの人数」を:人として，次のような方程式を
つくりました。�:6��7 �

� 上の方程式で，�:6��は何の数を表していますか。
【正解】 すべてのお菓子の数

� 上の方程式で � にあてはまる式を入れなさい。

【正解】 #<1�
と

� この方程式を解いて，子どもの人数を求めなさい。ただし，途中の計算も
解答用紙に必ず記入すること。

【正解】 !<6�!7#<1�!<1#:71�1�!1�<71�"<7�$ 答え �$（人）

資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

【分野】数と式
【内容】方程式の計算

【分野】数と式
【内容】方程式の利用

【採点基準】お菓子，お菓
子の数，お菓子の総数，全
部のお菓子など意図がわか
れば正解。「�人に�個ず
つ配ると��個余るという
こと」などのような形で式
の説明をしているものは不
可。
【採点基準】計算と答えの
両方が合っていて正解。式
は解いている過程がわかれ
ばよい。
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資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

 �辺が�,-の正方形を，下の図のように１段，２段，３段，４段……とな
らべます。次の%～'の問いに答えなさい。

１段 ２段 ３段 ４段

………

� 正方形を５段，６段，７段とならべたとき，一番下の段にならぶ正方形の
個数はそれぞれ何個になりますか。その個数をかきなさい。

【正解】 （５段）９（個），（６段）１１（個），（７段）１３（個）

� 正方形を�段ならべたとき，一番下の段にならぶ正方形の個数は何個に
なりますか。�を用いた式で表しなさい。
【正解】 �01�（個）

� 正方形を�段ならべたとき，�を用いた式で表すことのできる量は，「一
番下の段にならぶ正方形の個数」以外にどのようなものがありますか。その
量をことばで１つ答えなさい。さらに，その量を�を用いた式で表し，そ
の単位もかきなさい。

�（量） �（0を用いた式）
【解答例】正方形の数………0�個

面積……………… 0�,-�
底辺の長さ………���01��,-
高さ………………�0,-
周りの長さ……… ��01��,-

! 次の%，&の問いに答えなさい。
� 右の図１は，点�を対称の中心
とする点対称な図形の一部です。解
答用紙に線を加えてこの図形を完成
させなさい。
また，できた図形の最も適切な名

称を答えなさい。ただし，点�は
辺��の中点です。
� 図形

【正解】 （右上の図の太線）

� 名称
【正解】 平行四辺形

【分野】数と式
【内容】文字式

【採点基準】５段，６段，７
段がすべて合っていて正解。

【採点基準】�2�1�，�6��1��，�6�1�，��1��1���など，最終的に��1�の形になるもので，そ
の式の意味がわかれば正解。

【採点基準】量，式は別個
に採点する。量は，段の増
加とともに変化するもので
あればよい。式は，その量
を�を用いて表してあれ
ば正解。量が未記入で式だ
けが書いてあるものは不可。
単位の未記入，誤記は許容。

【分野】図形
【内容】点対称な図形
【採点基準】図形，名称は
別個に採点する。図形は平
行四辺形に見える線が入っ
ていれば正解。名称は，四
角形，ひし形は不可。

図１
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� 右の図２は，4�
�において，
∠
の二等分線と辺
�の垂直二等
分線を引き，それらの交点を�と
したものです。

�解答用紙の4�
�に，定規とコン
パスを用いて∠
の二等分線と辺
�の垂直二等分線を引き，点�を
作図により求めなさい。ただし，作
図に用いた線は，残しておくこと。

（注）定規・コンパスを忘れた人は，
フリーハンド（手がき）で作図した
ときにできる線を記入して，作図し
てください。

【正解】（作図の線は右上図を参照）
●∠'の二等分線
� 点'を中心とした円を辺'&，辺'(上に引く
� �の２つの交点を中心にそれぞれ円を描き，できた交点と'
との間に直線を引く

●辺'(の垂直二等分線
� 点'を中心とした円と点(を中心とした円の交点の間に直線
を引く

�点�について成り立つものを，次のア～カの中から２つ選び，記号で答え
なさい。

【正解】 ア ��7
�
イ 
�7��
ウ ��7��

きょ り

エ 点�から辺�
，
�までの距離は等しい。
オ 点�から辺�
，��までの距離は等しい。
カ 点�から辺
�，��までの距離は等しい。

" 右の図１の三角柱&'(－)*+は，高さが ,-，底面は３辺の長さがそれぞれ，辺&'7 ,-，辺 &(7�,-，辺 '(7!,-
で，∠'&(7%�°の直角三角形です。こ
の三角柱について，次の%～(の問いに答
えなさい。

� 次の辺の中から辺�
とねじれの
位置にあるものをすべて選んで，解
答用紙に○をつけなさい。

【正解】 辺�� 辺
� 辺�� 辺
�
辺�� 辺�� 辺�� 辺��

資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

【分野】図形
【内容】角の二等分線と線
分の垂直二等分線の作図

【採点基準】図の�～�の
線が引かれ，点�が正し
い位置に求められているも
のを正解とする。ただし，
�と�の線は共用できるの
で，辺
�，
�上 に 点

を中心とする円の一部が１
本あればよい。コンパスの
線は，だいたいのところが
かかれていれば許容。

【分野】図形
【内容】条件を満たす点
【採点基準】イとエ以外が
記入されているものはすべ
て不可。完答のみ正解。

【分野】図形
【内容】直線の位置関係
【採点基準】辺��，辺��，
辺��に抜け落ちがあるも
の，それ以外に○がついて
いるものは不可。完答のみ
正解。

図２

図１
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資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

� 次の面の中から面�
��と垂直な面をすべて選んで，解答用紙に○をつ
けなさい。

【正解】 面�
� 面��� 面
��� 面����
� 下の図２は，この三角柱の側面の展開図です。底面をかき加えて，展開図
を解答用紙に完成させなさい。

【正解】 （上図の&，'，(いずれでもよい）
� この三角柱の表面積を求めなさい。
【正解】 "��,-��

# 次の表�は=が<に比例する関係を表し，表�は=が<に反比例する関係
を表しています。これについて，次の%～'の問いに答えなさい。

� 表�と表�の�～	にあてはまる数を，それぞれ求めなさい。

� 【正解】 � � � 1��
� 【正解】 � � 	 �

【分野】図形
【内容】平面の位置関係
【採点基準】面�
�，面���，
面����に抜け落ちがあ
るもの，それ以外に○がつ
いているものは不可。完答
のみ正解。

【分野】図形
【内容】角柱の展開図
【採点基準】基準となる点
をおおよそ通っていれば正
解。上下で異なる位置に底
面がかかれていてもよい。

【分野】図形
【内容】角柱の表面積

【分野】数量関係
【内容】比例，反比例の表
【採点基準】表�は�と�が
両方合っていて正解，表�
は�と	が両方合っていて
正解。

: � � � �; � 1� 1
 �

: � � � �; � � �8� 	

図２

［表�］ ［表�］
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� 表�と表�の関係について，それぞれ;を:の式で表しなさい。
� 【正解】 �=7�1�<
� 【正解】 �=7�"<

� 表�と表�の関係を表すグラフをそれぞれかきなさい。

【正解】 【正解】
表� 表�

$ 次の の中の文章を読んで，問いに答えなさい。

兄と弟がそれぞれ徒歩と自転車で
同時に家を出発しました。
兄の歩く速さは毎分���，弟の
自転車の速さは毎分����です。
また，右のグラフは，家を出発し
てから:分後の進んだ道のりを;�として，�人の進むようすを
表したものです。

きょ り�人の間の距離がちょうど���に
なるのは，家を出発してから何分後
か求めなさい。ただし，その求め方
の計算も解答用紙に必ず記入するこ
と。

【正解】 ����3��"�1"��7! 答え !（分後）
【別解】 �"�<1"�<7�������<7����<7! 答え !（分後）

問題はこれで終わりです。

資料●調査票（到達度テスト・中学２年生数学）

【分野】数量関係
【内容】比例，反比例の式
【採点基準】�は�3:も正
解。

【分野】数量関係
【内容】比例，反比例のグ
ラフ
【採点基準】表�は，（1�，�）
（�，�）（�，1�）の点をお
およそ通っていれば正解。
表�は，第一象限に（�，�）（�，�）（�，�）の点を
通る曲線が，第三象限に
（1�，1�）（1�，1�）（1�，1�）の点を通る曲線がお
およそ通っていれば正解。
第三象限に線がかかれてい
ないものは不可。

【分野】数と式・数量関係
【内容】方程式や比例の利
用
【採点基準】式／計算（求
め方）と答えの両方が合っ
ていて正解。式／計算は，
文章での説明，表の作成な
ど，意図がわかれば広く正
解とする。
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１．数と式

�は正負の数および文字式の計算になれて、
正しい答えを求めることをねらいとした。全

体として「空欄」が少なく、通過率も高かっ

た。

��は、誤答の半数以上が「1�」である。
これは、�1�という計算をしたためと考え
られる。誤答の理由を明確にするとともに、

数直線を使って理解させる必要がある。他に

「1
」や「�」という誤答もみられる。
��は、誤答のうち約４割が「1��」であ

る。これは、乗法よりも加法を先に行ったた

めと考えられる。加減乗除の計算順序を確認

する必要がある。他に、「1�8�」や「1��」
という誤答もみられる。

��の誤答としては、「1�:」や「�:�」、
「�:」がみられた。「�:�」とした生徒には、
文字の次数は変わらないことを、「�:」や
「1�:」とした生徒には、正負の数の加減法
について指導することで間違いを減らすこと

ができる。

��では誤答のうち、「�:1��」が３割弱
で、他に「�:1
」や「�:1��」も見受けら
れた。これらは、分配法則を使ったときの符

号の間違いと分配法則の使い方が正しくない

ことが原因である。分配法則について確認す

るとよい。

��は、反対の方向や性質を表す数として、
負の数が使われることをねらいとした。誤答

のうち、約４割が「空欄」であった。これら

の生徒は、問題文の意味が読み取れなかった

ことや負の数の意味について理解していなか

ったためと考えられる。

��は、絶対値の意味について理解してい
ることをねらいとした。誤答のうち、４人に

１人 が「1�，1�，1�，�，�，�，�」と し
ており、絶対値の意味はわかっているが、「よ

り小さい」と「以下」の区別がついていない

ことがわかる。また、約２割の生徒が「�，�，�」としており、絶対値の意味について
理解していないと考えられる。絶対値の意味

を確認する必要がある。

��は、文字使用のきまりにしたがって、
文字式を簡単に表すことをねらいとしている。

誤答のうち、４割弱が「��1�� 」で、他に

「��1��」や「����」がみられる。これらは
すべて「3�」の表現を間違えているためで
ある。文字使用のきまりについて確認が必要

である。

��は、文字式の値を正しく求めることを
ねらいとした。誤答のうち３割弱が「空欄」

で、代入そのものについての理解ができてい

ない生徒がいるものと考えられる。また、

「�」と答えた生徒は、「�1�6	」と計算した
ものと考えられ、「��」とした生徒は、符号
の間違いである。

��は、いろいろな数量を文字式を用いて
表すことをねらいとしている。誤答のうち約

３割が「空欄」で、他に「�6�: 」や「 :�6�」、
「��:」など多岐にわたっている。時間・距離・
速さの関係についての理解不足が原因である

と考えられる。時間をかけてていねいに指導

したい。


は、等式の性質や移項の考え方を使って、
いろいろな形の方程式の解き方になれること

をねらいとした。分数係数になると通過率が

５割を切る。また、誤答のうち「空欄」が多

く、これは方程式そのものに対する理解不足

が原因であると考えられる。


�は、誤答のうち４割弱が「1�」であ
った。1�を移項した際に符号を変えなかっ
たためと考えられる。このような生徒には、

移項について確認したい。


�は、誤答のうち「空欄」が約２割と一

３．調査結果解説
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番多く、２割弱が「1�」、他に「�」「1�」「��」
など多岐にわたっている。「1�」とした生徒
は、両辺を４で割り、さらに1�で割ったも
のと考えられる。等式の性質について確認す

る必要がある。


�は、誤答のうち３割強が「空欄」で一
番多かった。「1�」が約２割あった。符号に
ついても気をつけさせたい。


�は、通過率が４５．８％と低い上に、誤答
の約半数が「空欄」であったことから、４人

に１人が何も書いていないことになる。考え

たが解けなかったのか、はじめからあきらめ

てしまったのか明確ではないが、改めて分数

計算に弱い生徒の実態が浮き彫りになった。

�では、数量の間の関係をとらえて、方程
式をつくり、問題にあった答えを求めること

をねらいとした。その結果、多くの生徒が立

式でき、正答することはできたが、その実は

式の意味を理解していないで、ただ機械的に

解いているということがわかった。

��では、誤答のうち半数以上が「１人に
５個ずつ配ったときに３５個余ることを表して

いる」と問題文をそのまま答えている。この

ような設問になれていないということもある

が、立式する際に、式の意味を明確にしなが

ら指導していく必要がある。

��は、誤答のうち半数以上が「空欄」で
立式そのものができていない。また、誤答も

多岐にわたっている。数量の間の関係を言葉

の式にし、それを文字式で表してから方程式

をつくるなど、より細かいステップで式の意

味の理解も含めて指導するとよいだろう。

��は、誤答の３分の２が、�の立式がで
きていないため、「空欄」であった。また、

�の立式ができていて、計算ミスにより誤答
している生徒が約１割いたが、ほとんどの生

徒は正答していた。

�では、図形の並び方についていろいろな
規則性を発見し、文字を用いて表すことをね

らいとした。その結果、規則性を見つけるこ

とはできるが、それを文字を用いて一般化し

た形で表すことができないという、文字式で

のつまずきが明らかになった。

��は、通過率は高かったが、誤答のうち
約４割が「��，��，��」と正方形すべての
個数を解答するもので、問題文をきちんと読

んでいないことがわかる。

��は、誤答のうち半数以上が「空欄」で、
「�，�，�，	，�，��，��…」という並び方
の数（奇数）を文字を用いて一般化できない。

段数と個数の対応表をつくるなどして、てい

ねいに指導したい。

��は、誤答のうち４人に３人が「空欄」
であり、手のつけられなかった生徒が多くい

た。自分で課題を設定し、それについての一

般式を答えるという形の設問になれていない

ということもあるが、規則性を見つけるとい

う考える力の弱さが浮き彫りになった。ふだ

んの授業に問題解決学習や課題学習を取り入

れるなど、直観力や論理的思考力などを養う

総合的な学習の指導が必要である。

（岡田春彦 東京都文京区立第七中学校教諭）

２．図形

��は、点対称の意味を理解し、点対称な
図形の性質を利用して完成した図形の名称を

正しく言えることをねらいとした問題である。

誤答のうちの半数以上は「空欄」であり、点

対称を線対称と間違えてしまった者が１割程

度である。点対称の理解が定着していないと

いえる。調査時点では、点対称な図形の学習

は小学校６年生で行われており、中学校１年

生で特に取り上げてはいない。対称性に着目

して平面図形を考察していくような学習場面

を設定することが望まれる。新学習指導要領

では、線対称、点対称の学習が中学校第１学

年で扱われることになったので、この問題の

通過率は上がると思われる。

��は角の二等分線と線分の垂直二等分線
を作図し、その対称性に着目して図形を考察

することをねらいとした問題である。�の誤
答の中では「空欄」が多く、どちらかの作図

ができている者も２割程度いるが、垂直二等
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分線の作図ができていないほうが多い。�の
誤答のうち、両方とも間違っているのは約４

割で、「イ」のみ正解しているのが約４割で

ある。基本的な作図の方法が定着していない

ことと、対称性に着目した図形の見方・考え

方が育っていないことが指摘できる。これら

は第２学年の論証指導へとつながるので、第

１学年において、ていねいな指導が望まれる。

���は、空間における直線や平面の位置
関係を見取り図から判断することをねらいと

した問題である。誤答としては、２つまで選

ぶことができた者が、�で約半数、�で約３
割ある。特定された直線や平面の位置関係を

いうことはできるが、自分ですべての組み合

わせを調べていくことができていない。また、

見取り図から立体を構成する能力が育ってい

ない。模型を提示し、見取り図をかかせたり、

すべての組み合わせを確認したりするような

ていねいな指導を通して、空間観察の能力を

養うことが大切である。

��は三角柱の展開図を面と面のつながり
に留意して正しくかくことをねらいとした問

題である。誤答のうち、「空欄」が４割程度

である。与えられた側面の展開図が、辺��
を切り開いてかいたものであることがわかり、

底面を�
か��につなげてかけば、方眼を
利用して4�
�が簡単にかける。コンパス
を利用すれば
�につなげてかくこともでき
るが、手間がかかる。このような状況判断が

適切にできることが大切で、ふだんの授業の

中で模型を切り開いたり、見取り図から展開

図を何種類もかくような操作活動を豊富に取

り入れることが望まれる。

��は見取り図や展開図から三角柱の表面
積を求めることをねらいとした問題である。

誤答のうち、約半数は「空欄」である。展開

図が正しくかけていない生徒は、ほとんど表

面積も正解を求められていない。また、�
���としたものが１割程度いたが、これは
底面積を加えるのを忘れたものである。計算

ミスがあるとはいえ通過率が３２．９％とはかな

り低いと思われる。調査対象の生徒は三角柱

の展開図や表面積を小学校６年生で学習して

いるが、定着度がかなり低いといえる。中学

校第１学年では、立体の求積は指導項目には

なっていないため、指導者が扱うことがほと

んどないのであろう。新学習指導要領では、

立体の求積も図形を理解する１つの側面とし

て位置づけて指導することが求められている

ので、今後は通過率が上がると思われる。

３．数量関係

��は、比例・反比例の変化の特徴により、
対応表の一部から:に対応する;の値を求
めることをねらいとした問題である。比例の

表�では誤答のうち、「�1�，�1��」と「�1�，�1��」がそれぞれ約３割いる。比例
では「:7�」のとき「;7�」であることの
理解がなされていない。この表の見方として、

次の３通りが考えられる。

１）:の値が２倍、３倍…になると、;の
値も２倍、３倍…になる。

２）:の値が２ずつ増加すると、;の値は
４ずつ減少する。

３）:の値に1�をかけると;の値になる。
このような表の見方を育てることが必要で

ある。また、比例の関係をとらえるのに、表、

式、グラフを用いて表すが、これらを別々な

ものとして扱うのではなく、たとえば、表か

ら式やグラフをつくったり、式やグラフから

表をつくったりして総合的に扱えるような指

導が望まれる。

反比例の表�では、誤答のうち、「空欄」
が３分の１くらいいる。誤答傾向をみると、

反比例を:が増加すると;が一定の割合で
減少する関係であるととらえてしまっている

者が多いことがわかる。反比例については、

積が一定であるという見方を育てることが大

切である。また、	を�とした誤答が約２
割いる。比例のときと同様に、�の取り扱い
による混乱がみられるので、この点に留意し

た指導が望まれる。

��は、対応表から比例・反比例の式をつ
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くることをねらいとした問題である。誤答の

半数以上が「空欄」である。表から比例定数

を求め、式をつくることの理解が不十分であ

るといえる。「;7�:」や「;7�:」に１組の
「:，;」の値を代入すると、�についての方
程式ができる。このように関数の式を方程式

と見方を変えていくことは、１年生にとって

は初めてのことである。ていねいな指導が望

まれる。また、反比例の式を「;7:�」と答
えた生徒が１割以上いる。分母が文字になる

式は反比例のみで扱う。等式の変形も自由に

できない段階なので、十分留意する必要があ

る。

�は文章やグラフから数量関係をとらえ、

問題を解決することをねらいとする設問であ

る。誤答の約８割が「空欄」である。また、

答えは合っているものの、求め方が記入され

ていないものが１割程度ある。この問題は、

方程式の応用問題とも考えられるが、グラフ

を添えたことにより、比例を利用する問題と

なっている。つまり、２人の間の距離が時間

に比例して増えていくことに気がつけば、簡

単に解くことができる。そのためには、単に

関数のグラフがかければよいとするのではな

く、グラフの意味を積極的に読み取ろうとす

る態度が必要である。このように比例をいろ

いろな場面で利用することができるような計

画的な指導が望まれる。

（銀杏祐三 東京都豊島区立長崎中学校教諭）
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１．全体の傾向

成績の分布（図２－１－１）をみると、小

学校では、右よりの１つ山の分布であった

（『第３回学習基本調査報告書・小学生版』第

２章を参照）が、中学校はおよそ３つの山に

なっているようにみえる。

この左の山はまだ小さいが、このグループ

の子どもたちは、簡単な計算はできるけれど、

少し複雑になるとできない子ども、どちらか

といえば数学を不得意とする子どもで、将来

落ちこぼれることが心配される。

真ん中の山のグループの子どもたちは、今

のところまだ学習についていっているが、努

力しないと下のグループに落ちていく危険を

はらむ子どもたちであろう。このグループの

子どものうち、努力を続ける子どもは上のグ

ループに行き、努力しない子どもは下のグル

ープに行って、やがて、全体は２こぶ山の分

布になっていくと思われる。そういった意味

で、２年生は過渡期として大事な時期である

ことがわかる。

２．数・式領域の成績はよいが

小学校同様、正負の数の計算や文字式の計

算、整数係数の方程式を解く問題など、形式

的に処理できる問題の通過率は高い。しかし、

していることの意味がわかっているか不安に

思われることもみられる。

たとえば、「×や÷を省略して表記する」

��の問題の通過率が、期待より悪すぎるこ
とがあげられる。文字式の計算をしているの

に、意味もわからず形式的に処理しているの

ではないかとさえ思われる。

もっと問題なのは、式で表現できないこと

である。��の問題が、速さについての問題
で、一般に速さについての問題が苦手な子ど

もが多いといわれており、係数が文字である

こともあって成績の悪いことは想像できるが、

�の問題は、奇数を文字式で表現するだけの
ものであるので、もっとできてよいと思われ

る。�の比例や反比例の式を作ることが芳し
くないことからも、文字を使っての表し方の

指導が不足していると思う。

文字の式で表すことができるためには、数

について考えているときに、与えられた数で

表現し、それを生かすことを教えたい。たと

えば、正方形を段に積んでいく�の問題でい
えば、２段のとき３増えることを、２を使っ

て�2�1�、３段のとき５増えることを、３
を使って�2�1�、４段のとき７増えること
を�2�1�と表現することができれば、�段
のときは、�2�1�と表現できるはずである。
３．現象や式が読めない

伴って変わる量を式で表す��のできがも
っとも悪いが、これは文字式で表現すること

以前に、現象が読めないことに原因がある。

小学校でも、伴って変わる量を見つけること

がよくできていなかった。中学校になっても、

その目が育っていないことがわかる。

ものごとを観察したり、法則を見つけたり

する活動を数学の学習に取り入れることが必

要である。

小学校でも式が読めないことがみられたが、

中学校でも同じことがみられる。たとえば、

方程式の左辺の式が何を示すかを問う��の

４．コメント

［１］

杉山
茂（早稲田大学教授）
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成績がよくないが、これは、右辺の式を作る

�の問題の成績がよいことから考えると、式
で表すことが難しいというより、式が読めな

いことに原因があるように思う。式を書くこ

ととともに、式を読む力や姿勢がないことを

示している。

４．使わないことは忘れる

図形領域、数量関係領域の成績はあまり芳

しくない。これは、ねじれの位置とか点対称

という用語や図形の名前を知らない、あるい

は忘れているということが考えられる。それ

ぞれ当該学年の単元で学習したにちがいない

が、それ以後使うことがなかったからではな

いかと考えられる。

対称は、中学校で活用することが期待され

ていたことではあるが、成績があまりよくな

いことから、これまではあまり生かされてい

なかったのではないかと思われる。しかし、

新しい学習指導要領では、対称が中学校に移

行され、指導されることになっているので、

基本作図の学習で生かされるようになるにち

がいない。そうすれば、これらの問題の成績

がよくなることも考えられる。そうならなけ

れば、対称を生かした指導をしていないこと

になる。ぜひ、対称を生かした指導をしてほ

しい。

作図法も実際に使うことがないので、線分

の垂直二等分線と角の二等分線の作図を求め

る���ができないのはやむを得ない。しか
し、作図された線のもつ性質についてはもっ

とできてほしい。

これは、作図の指導が、作図のための作図

であって、作図を利用する学習が少ないから

だと思われる。新しい学習指導要領では、条

件を満たした点の集合がなくなるので成績が

落ちることも予想されるが、中学校で対称の

指導が行われるようになって、基本作図を考

えるときに対称を生かす指導をしてくれれば、

条件を満たす点の集合の学習をしなくても成

績が高まることも考えられる。どんな内容で

あれ、活用する機会を作り、くり返し学習す

ることを大切にしたい。

５．１つ１つていねいに考える力が
弱い

小学校でもみられたが、中学校でも１つず

つていねいに考える力と態度が弱い。��で、
ねじれの位置にある辺をすべて列挙する問題

の成績があまりよくないのは、ねじれの位置

を知らないわけではなく、３つをあげなけれ

ばならないことに原因があるかとも思われる

が、選択肢が与えられているのであるから、

１つずつていねいにチェックすればそれほど

難しいことではないはずである。垂直な面を

すべて求める��も同じである。

６．関連づけて考える力と態度がない

�の問題は同じ事柄について、表について
問い、式を問い、グラフを問うているのであ

るから、それらを関連させれば、間違った答

えは、おのずから訂正され、正しい答えが導

かれるはずであるが、通過率があまりよくな

いということは、それらがバラバラで孤立し

ているように思われる。情報を関連させてチ

ェックする姿勢も大切である。その指導が望

まれる。

７．問題解決の姿勢が固い

問題解決力が不足しているというより、そ

の姿勢が固いように思われる。�は、グラフ
も与えられ、問題の解決に必要な情報がグラ

フの中に示されているのに、それが読めない

でいる。この問題は、解答にあるような式や

方程式を使わなくても、表を使ったり、試行

錯誤をすれば、小学生でもできる問題である。

中学生になると、そういうことをしてはいけ

ない。数学では、式を書いて、方程式を使っ

て解決しなければいけないと思っているのか

もしれない。表を使ったり、試行錯誤をした

りすることを許す教師の姿勢も大切である。
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１．各問の通過率から

１．８０％～９０％の高い通過率の問題群（３問）

��計算「�11�� �」

�簡単な方程式「:1�7�」
《コメント》簡単な計算、方程式のでき具

合はよい。

��数列「�，�，�，	，□，□，□」
《コメント》奇数列で、□の中に適する数

を入れる。当然の通過率である。

２．７０％～８０％のやや高い通過率の問題群

（７問）

��～�計算「�6�21�� �」「1:1�:」
「��:1�� �1�:1�� �」
��式の値「:71�」のとき、「�:6	」の

値


�簡単な方程式「:6�7�:1�」
《コメント》基本的な計算、形式的な式の

処理は比較的よくできる。

��文字式「１人に７個ずつ配ろうとする
と、１個不足する」

��負号の意味「1��」
《コメント》簡単な場合の文字式による式

表示、負号の意味はほぼ理解できている。

３．６０％～７０％のほどほどの通過率の問題群

（２問）

��方程式を立てて解くこと「�:6��7	:1�」
《コメント》前問である上式の右辺を求め

る問題の通過率が７０．７％であるから、このう

ち約８７％が通過しており、方程式を解く技能

は高い。

���反比例の対応表の穴埋め
《コメント》計算ミスを起こす恐れの少な

い数値であり、前問の比例の場合よりも高い

通過率である。

４．５０％～６０％のやや低い通過率の問題群

（６問）

���比例の対応表の穴埋め
���比例の式「;71�:」
����比例と反比例のグラフ
《コメント》比例の対応表の作成、式、グ

ラフのいずれも５２％～５５％の通過率にとどま

っていることから、比例についての理解が不

十分な生徒が約５割に達することがわかる。

これに対して、反比例については、対応表が

６３．６％、式が４２．４％、グラフが５０．７％の通過

率で、理解の程度にばらつきがみられる。

���点対称な図形の作図
���角の二等分線、線分の垂直二等分線

（三角形の内心）の作図

《コメント》比例の両問とも基本的な作図

であるにもかかわらず、約半数しか正答して

いない。作図の技能が低すぎる。

５．４０％～５０％のかなり低い通過率の問題群

（９問）

��絶対値の意味「�559�となる整数」
��文字式の表示ルール「�2�1�3�→��1��」
《コメント》絶対値の意味や文字式の表示

ルールといった基礎的な概念がかなり低い理

解度であり、このことが後続の学習に困難を

生じさせる恐れ大である。


�少し複雑な方程式「:1�� 7:�」
《コメント》式表示の形式が分数式であっ

たり、項の係数が分数であったり、といった

見かけの形に振り回されて、難しい内容と思

い込んでしまう。それが処理を誤らせる。こ

の問題も実は容易な方程式であるにもかかわ

らず、である。

［２］

伊藤説朗（東京学芸大学教授）
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���点対称な図形の名称
《コメント》前問の作図の通過率が５３．５％

であり、その図形の名称（平行四辺形）の通

過率が４３．７％であるから、作図について理解

した生徒のうち、名称を正しく答えることの

できた者は約８２％であり、予想される程度で

ある。

���内心の性質
《コメント》前問である内心の作図の通過

率が５１．５％、この問題の通過率が３９．９％であ

るから、作図の正解者のうち、内心の性質に

ついて正解だったのは約７７％。２つの性質す

べてを正答して完答となるので、かなりよい

通過率とみてよい。

���対応表から反比例の式
《コメント》設問中に「反比例する関係」

という表現が含まれており、表�がこれとす
ぐわかる。反比例の式表示ができていない生

徒が多数である。比例の場合の５５．１％に比べ

て通過率４２．４％は低すぎる。また、反比例の

グラフの通過率５０．７％からみても、そう言え

る。ただ、設問の仕方で、「:;7�」の式も
認められたならば、もう少し高い通過率が期

待できたであろう。

���三角柱の見取り図から「ねじれの位
置」「垂直な平面」を見いだす

《コメント》空間図形における位置関係の

把握がきわめて不十分である。見取り図から

関係を読み取るためには、イメージを正しく

作る能力が必要であり、空間観念の養成が求

められる。

��三角柱の展開図
《コメント》見取り図から三角柱を正しく

イメージし、それの展開図を作る、という数

学的活動が不十分である。さらに、空間観念

の不足については、前問と同様である。

６．３０％～４０％の非常に低い通過率の問題群

（４問）


�簡単な方程式（ただし、係数が負の分

数）「1��:7��」

《コメント》係数が負数で、分数になると、

これほどの間違いが出る。基本的な技能の習

熟不足である。

��文字式の表現「�:6��の表す量＝菓
子の総数」

《コメント》事象の数量関係を文字式に表

現すること、および式を読むことといった基

本的な力が不足している。

���関数関係の発見「�を用いた式で表
せる数量」

《コメント》関数関係を見いだす力を問う

もので、関数の理解にとって基本的かつ重要

なことを問う問題である。伴って変化する２

量を与えられた場合、その関係を式に表現す

ることはできても、２量を見いだすことがで

きない。関数の指導のあり方が問われること

になろう。

��三角柱の表面積
《コメント》簡単な典型的な問題であるに

もかかわらず、できが悪い。おそらく見取り

図を正しく読めないことが原因であろう。

７．１６％～３０％の極めて低い通過率の問題群

（４問）

��事象を文字式で表現する「:�6:�」
���の式「��1�」
《コメント》よくある問題場面であり、特

に難しい問題ではない。事象から数量関係を

読み取り、関係を文字式に表現することに大

きな困難があることを示している。

�文章題を解く（場面のグラフつき）
《コメント》基本的な問題であり、通過率

が約４分の１であることは驚きである。問題

文の後半に「また、右のグラフは……」とあ

り、グラフを与えることは問題解決を容易に

するものと期待されているが、むしろ結果は

逆で、解決を困難にさせているように思われ

る。特に、そのグラフに関して「:、;」が
用いられていることにその原因があるかもし

れない。

����の式
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《コメント》関数関係にある数量を見いだ

す前問の通過率が２９．６％で、その関係を�
の式に表す本問の通過率が１６．３％であること

から、前問に正解した者のうちでこの問題に

正解した者は約５５％で、この程度の状況は予

想される範囲内であろう。

２．全体の得点分布から

３５点満点で５点を中心とした小さな山が１

つあり、次に８点から３５点にかけてのなだら

かな大きな山がある。２つに分かれた分布を

している（図２－１－１）。特に、前半の小

さな山の部分が数学の落ちこぼれ集団を形成

していると考えられる。来年度から始まる選

択「数学」の指導のあり方についても生徒の

ニーズに合わせたものが準備されることを期

待したい。
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１．問題作成の方針

（１）現行の学習指導要領第１学年の目標が達

成されているかどうかを測定する視点から

問題を作成する。

（２）国語科の指導内容「表現」および「理解」

の２領域と「言語事項」のそれぞれの下位

項目（「表現」のア～コ、「理解」のア～ク、

「言語事項」の（１）ア～カ）については、

なるべく網羅していくようにする。また、

今後実施するテストによって経年比較する

ことを考慮して新学習指導要領にも十分配

慮する。

（３）指導内容の実現状況については、「国語

への関心・意欲・態度」「表現の能力」「理

解の能力」「言語についての知識・理解・

技能」の４観点からとらえ、できるだけす

べての観点をおさえられるようにする。た

だし、ペーパーテストとして「関心・意欲・

態度」のように問題に盛り込みにくいもの

については、「学習に関する意識・実態調

査」で把握できるようにする。

（４）問題は説明的文章と文学的文章から１題

ずつ出し、２領域の指導事項と観点から作

問する（古典は出題しない）。

（５）漢字の読み書きについては、小学校で学

習した１，００６字に加えて、その他の常用漢

字９００字程度の中から各教科書を検討し、

適切なものを出題する。

（６）音声言語の出題については、今後重視さ

れていく「伝え合う力」の実態をみること

と、情報収集の力を確かめるという２点か

ら配慮して作問する。吹き込みは、専門の

アナウンサーおよび中学生による臨場感の

あるテープに仕上げる。

（７）テストは１単位時間５０分で終了できる内

容量とする。

（８）意欲、思考力、判断力、表現力などの新

しい学力観に基づく学力の判定については、

段階を決めて採点しやすいように「採点基

準」を定め、採点は記号化しコンピュータ

処理が可能な配慮をする。

２．問題作成の経過

（１）問題作成当初

調査を実施する一番基礎になる学力観に

ついて検討した。

現在、学力低下論とともに、学力につい

て多々論議されているが、国語においては、

従来の言語３要素（文字表記・語彙語句・

文法）が基礎で、それを運用する力を基本

とする考え方から、いま重要視されている

学ぼうとする力（関心・意欲・態度）や学

ぶ力（思考力・認識力・判断力・問題発見

力など）を大切にしていくことを確認しあ

った。

具体的には、現行および新学習指導要領

に示された内容を「学力」とおさえること

とした。

また、ペーパーテストでは測定しにくい

とされていた自ら学ぶ意欲、思考力、判断

力、表現力などの資質や能力をも把握でき

る問題を含むテストの作成を心がけた。

（２）問題作成の過程

学力を測る観点および内容項目の設定は、

現行の学習指導要領に定める内容および指

導要録の観点別学習状況評価の観点をもと

にしていくが、経年比較をしていくために、

第２節 国 語

１．出題のねらい
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新学習指導要領で移行・削減される範囲に

ついて作成することもありうることを確認

した。また、できるだけ多面的に学力をと

らえるために、限られた条件の中で問いの

工夫をすることとした。

［音声言語］

ディベートを意識した問題であり、情報

の聞き取りだけでなく話し合いのプロセス

で自分自身の考えを持つというところまで

要求した出題になっている。音声を流すこ

とは一度だけという設定にしたかったのだ

が、日常的にも放送での連絡などは２回が

慣例となっているということで２回流すこ

ととした。話し合いの話題は、流行語大賞

となった言葉やら抜き言葉などの身近な内

容で関心をそそる内容に組み立てた。

「�要点を聞き取る力」「�聞き取りから
自分の考えをまとめる力」「�課題に正対
する表現力」を中心に、理解、表現、また

思考力や判断力をみていくことをねらいと

した。

［説明的文章］

論理的な文章が展開されているもの、お

よびグラフ等から情報を読み取ることがで

きるものを意図した。

要旨をとらえ、グラフの情報との関連性

を整理して、自分自身がどういう情報を発

することができるかという現代的な能力を

主としてねらっている。文章は少々長めで

あるが、内容は環境を扱った取り組みやす

いもので、段落等もつかみやすい文章であ

る。

「�段落相互の関係を読み取る力」「�接
続語や指示語の理解」「�筆者のものの見
方・考え方を知るとともに、自分の考えを

持つ力」「�図表を読む力」「�自分の考え
を適切に表現する力」を主としてみられる

ようにした。

［文学的文章］

情景の想像や心情を読み取ったりするの

に適した教材を意図した。

「�文脈を読み取り、展開をつかむ力」
「�登場人物の心情を読み取る力」「�慣用
句などの理解」「�擬態語などの語句の味
わい」など、文学的な文章によく用いられ

る独特の表現や文体の特徴などにも注意し

て読み進む力が問いの鍵にもなっている。

［言語事項］

漢字の読み・書きについては、採点処理

上、選択肢法で行った。ことわざについて

は、日常的に使われるものを意識して出題

してある。

（藤森喜子 ベネッセ教育研究所顧問）

※「出題の方針」は、P．６７を参照。

●第３回学習基本調査 中学生版
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１．通過率

表２－２－１には、設問別の通過率および

正解率、準正解率をまとめた。あわせて、設

問の領域と出題内容を示してある。まず、領

域ごとの通過率の傾向を見てみると、【音声

言語】と【説明的文章】領域は、ほぼ一定の

通過率（９０％台および６０％台）を示している。

他方、【文学的文章】や【言語事項】領域は、

２．通過率・得点分布

表２－２－１ 国語の設問別通過率

大問－小問 領 域 内 容 通過率 正解率 準正解率

� � 音声言語 話し手の立場の理解 ９３．３ ９３．３

� 話し手の主張と根拠の理解 ９６．３ ９６．３

� 主張の聞き取り ９７．０ ９７．０

� 自分の意見の整理と表現 ７８．１ ４７．７ ３０．４

� � 説明的文章 グラフによる情報の理解 ４８．９ ４８．９

� � 文章の構成と要点の理解 ９２．５ ８１．３ １１．２

� � 文章の構成と要点の理解 ７１．９ ６４．２ ７．７

� � 文章の構成と要点の理解 ６４．７ ３０．９ ３３．８

� 指示語の理解 ６４．０ ６４．０

� 筆者のものの見方・考え方の理解と表現 ６８．０ ２２．７ ４５．３

� � グラフによる情報の理解と選択肢の読み取り ６２．３ ６２．３

� � グラフによる情報の理解と選択肢の読み取り ６８．９ ６８．９

� � 文学的文章 慣用句の意味 ８０．２ ８０．２

� 文脈の読み取り ６４．１ ６４．１

� 語句の用法 ８３．１ ８３．１

� 慣用句の意味 ５９．３ ５９．３

� 心情の読み取り ７２．３ ７２．３

� 心情の読み取りと表現 ３０．８ ３０．８

� � � 言語事項 漢字の読み ７０．６ ７０．６

� � 漢字の読み ６４．１ ６４．１

� � 漢字の読み ９５．６ ９５．６

� � 熟語の意味 ３４．８ ３４．８

� � 熟語の意味 ２３．０ ２３．０

� � ことわざの用法 ５６．０ ５６．０

� � ことわざの用法 ８９．３ ８９．３

� � ことわざの用法 ７３．２ ７３．２

（％）

●第３回学習基本調査 中学生版
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図２－２－１　国語の得点分布�

通過率にばらつきがあり、特に、【言語事項】

の通過率の差は、７２．６ポイントとなっている。

解答方法に着目してみると、表２－２－１で

準正解を設定した設問は、すべて記述式であ

る。しかも、単に文中から抜き出すのではな

く、ある程度自分の言葉で整理し表現しなく

てはならない問いとなっている。準正解を設

定したいくつかの設問では、正解率と準正解

率の差の大きさが明らかである。

２．得点分布

図２－２－１は、国語の得点分布を示した

ものである。いずれの問題も、通過した場合

を１点として生徒個人の得点を算出した。こ

れをみると、国語は、山型ではあるが、右に

偏った分布となっている。平均点は１８．０点（２６

点満点）、標準偏差は４．０８であった。

●第３回学習基本調査 中学生版
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３０�

３５�

０� ５� １０� １５� ２０� ２５�

国語の得点�

数
学
の
得
点�
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図２－２－２　数学得点と国語得点の相関�

３．数学と国語の相関

数学と国語の得点分布は、大きく異なって

いた。そこで、両者の関係をみるために、図

２－２－２に、数学と国語の散布図を示した。

相関係数は、０．６１８である。双峰型を描いた

数学の影響で、数学と国語の間にある程度の

関連はみられるものの、リニアな関係を示し

てはいない。

（諸田裕子 お茶の水女子大学大学院博士課程）
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１

放
送
問
題
（
テ
ー
プ
音
声
）

（
ナ
レ
ー
タ
ー
）

こ
れ
か
ら
、
放
送
問
題
を
始
め
ま
す
。
調
査
票
は
閉
じ
た
ま
ま
に
し
て
、
テ
ー
プ
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

太
郎
君
と
花
子
さ
ん
の
話
し
合
い
の
様
子
を
二
回
く
り
返
し
て
放
送
し
ま
す
。
大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
は
、
調

ら
ん

査
票
の
表
紙
の
メ
モ
欄
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
と
続
け
て
、
問
題
を
放
送
し
ま
す
。

問
題
は
一
回
し
か
放
送
し
な
い
の
で
、
よ
く
聞
い
て
、
答
え
を
解
答
用
紙
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
太
郎
君
と
花
子
さ
ん
が
「
乱
れ
て
い
る
中
学
生
の
言
葉
づ
か
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
ま
す
。

（
太
郎
）

ぼ
く
は
自
分
た
ち
の
言
葉
づ
か
い
が
特
別
に
乱
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
確
か
に
「
オ
ッ
ハ
ー
」

と
か
「
チ�

ョ�

ー�

う
ざ
い
」
と
い
っ
た
省
略
語
や
流
行
語
は
、
増
え
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は

い
つ
の
時
代
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
花
子
）

わ
た
し
は
、
そ
う
し
た
省
略
語
や
流
行
語
も
ふ
く
め
て
、
や
は
り
わ
た
し
た
ち
中
学
生
の
言
葉
づ
か
い

は
乱
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
相
手
が
目
上
の
人
の
と
き
、
そ
の
人
に
対
し
て
「
オ
ッ
ハ

ー
」
と
声
を
か
け
る
の
は
失
礼
な
こ
と
で
す
。
相
手
が
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
言
葉
を
使
う
こ
と
自
体
、
わ
た
し

し
ょ
う

こ

た
ち
の
言
葉
づ
か
い
が
乱
れ
て
い
る
証
拠
だ
と
思
う
の
で
す
。

（
太
郎
）

そ
う
で
し
ょ
う
か
。「
オ
ッ
ハ
ー
」
と
声
を
か
け
あ
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
前
よ
り
も
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど
ん
ど
ん
そ
う
い
う
あ
い
さ
つ
を
し
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
花
子
）

日
本
語
に
は
敬
語
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
目
上
の
人
に
対
し
て
は
、
き
ち
ん
と
し
た
言
葉

づ
か
い
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
目
上
の
人
が
「
オ
ッ
ハ
ー
」
と
言
わ
れ
て
良
い
気
持
ち
で
あ
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。

（
太
郎
）

そ
ん
な
か
た
苦
し
い
こ
と
を
言
う
な
よ
。
気
楽
に
あ
い
さ
つ
で
き
れ
ば
そ
の
方
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

目
上
の
人
に
だ
っ
て
喜
ぶ
人
は
い
る
よ
。

（
花
子
）

気
楽
に
話
す
こ
と
が
親
し
さ
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

（
ナ
レ
ー
タ
ー
）

も
う
一
度
二
人
の
会
話
を
く
り
返
し
ま
す
。

二
回
目
省
略

（
ナ
レ
ー
タ
ー
）

今
か
ら
、
問
題
を
読
み
ま
す
。
解
答
用
紙
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

解
答
用
紙
の
１
の
欄
に
、
問
い
の
答
え
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
語
◆ 資

料
●
調
査
票
（
到
達
度
テ
ス
ト
・
中
学
２
年
生
国
語
） ●
第
３
回
学
習
基
本
調
査
中
学
生
版
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１

中
学
生
の
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て
「
乱
れ
て
い
な
い
」
と
考
え
て
い
る
の
は
誰
で
す
か
。
解
答
欄
の
ア
か
ら

エ
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
正
解
】

ア

太
郎

イ

花
子

ウ

太
郎
と
花
子
の
両
方

エ

太
郎
と
花
子
の
両
方
と
も
違
う

２

太
郎
君
が
「
オ
ッ
ハ
ー
」
の
よ
う
な
あ
い
さ
つ
が
い
い
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で

す
か
。
解
答
欄
の
ア
か
ら
エ
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
正
解
】

ア

か
た
苦
し
い
あ
い
さ
つ
だ
か
ら

イ

相
手
に
失
礼
だ
か
ら

ウ

よ
り
仲
良
く
な
れ
る
か
ら

エ

相
手
が
目
上
の
人
だ
か
ら

３

花
子
さ
ん
が
目
上
の
人
に
対
す
る
言
葉
づ
か
い
と
し
て
大
切
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
言
葉

で
す
か
。
解
答
欄
の
ア
か
ら
エ
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
一
つ
選
び
、
記
号
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
正
解
】

ア

省
略
語

イ

敬
語

ウ

外
来
語

エ

流
行
語

４

あ
な
た
が
こ
の
話
し
合
い
に
参
加
し
、
太
郎
君
と
花
子
さ
ん
の
あ
と
に
発
言
す
る
と
し
ま
す
。

そ
の
と
き
、
あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
発
言
し
ま
す
か
。
あ
な
た
の
意
見
を
解
答
用
紙
に
示
さ
れ
て
い

る
条
件
に
し
た
が
っ
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
解
答
用
紙
に
示
さ
れ
て
い
る
条
件
）

�

百
字
以
内
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

�

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
の
か
と
い
う
理
由
が
わ
か
る
よ
う
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

�

書
き
は
じ
め
を
一
字
あ
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
、」
や
「
。」
も
一
字
に
数
え
ま
す
。

【
解
答
例
】

多
く
の
中
学
生
は
、
目
上
の
人
や
尊
敬
し
て
い
る
人
に
は
敬
語
を
使
い
、
年
下
か
親
し
い
関
係
の
人

に
だ
け
流
行
語
を
使
う
と
い
う
よ
う
に
言
葉
を
使
い
分
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
中
学
生
の
言
葉
づ
か

い
が
特
別
に
乱
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。【
九
十
九
字
】

【
分
野
】
音
声
言
語

【
内
容
】
話
し
手
の
立
場
の
理
解

【
分
野
】
音
声
言
語

こ
ん
き
ょ

【
内
容
】
話
し
手
の
主
張
と
根
拠
の
理
解

【
分
野
】
音
声
言
語

【
内
容
】
主
張
の
聞
き
取
り

【
分
野
】
音
声
言
語

【
内
容
】
自
分
の
意
見
の
整
理
と
表
現

【
採
点
基
準
】
次
の
四
つ
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
も
の
が
正
解
。

a.

五
十
字
以
上
百
字
以
内
で
書
い
て
い

る
。

b.

話
し
合
い
の
テ
ー
マ
「
中
学
生
の
言

葉
づ
か
い
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
。

c.

自
分
が
取
る
立
場
（
自
分
の
考
え
）

を
明
示
し
て
い
る
。

d.

そ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
（
論
拠
）

を
明
示
し
て
い
る
。

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
、
説
明
不
足
と

み
な
し
、
準
正
解
と
す
る
。

a.

字
数
不
足
（
五
十
字
未
満
）、
字
数

超
過
（
百
字
よ
り
多
い
）。

b.

自
分
が
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
は
明

示
さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
取
る
立
場

が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

c.

自
分
の
取
る
立
場
は
明
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
論
拠
が
理
由
で
あ
る
こ
と
が
判

断
で
き
る
書
き
方
で
書
か
れ
て
い
な
い
。

資
料
●
調
査
票
（
到
達
度
テ
ス
ト
・
中
学
２
年
生
国
語
）

●
第
３
回
学
習
基
本
調
査
中
学
生
版
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２

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
多
く
の
も
の
を
消
費
し
、
捨
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ご
み
に
は
、
現

お
そ

代
の
わ
た
し
た
ち
の
生
活
が
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
て
、
恐
ろ
し
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

家
庭
や
学
校
、
事
務
所
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
出
る
ご
み
の
量
は
年
々
増
え
続
け
て
い
る
。
統
計
に
よ
る

と
、
一
九
六
五
年
に
は
全
国
で
一
日
当
た
り
約
四
万
五
千
ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
七
五
年
に
は
約
八
万
七

千
ト
ン
、
一
九
八
五
年
に
は
約

�

ト
ン
と
な
り
、
実
に
二
十
年
間
で
二
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。
さ

は
い

き

ぶ
つ

ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
�の

廃
棄
物
の
中
身
が
、
最
近
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。か

ん

ま
ず
第
一
に
言
え
る
の
は
、
使
い
捨
て
の
容
器
、
包
装
材
な
ど
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。
空
き
缶
、
プ
ラ
ス
チ

ぶ
く
ろ

ッ
ク
・
ト
レ
イ
、
ビ
ニ
ル
袋
な
ど
の
容
器
、
包
装
材
は
、
容
積
で
考
え
る
と
、
毎
日
わ
た
し
た
ち
が
出
す
ご
み
の

し

ふ

つ
う

約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
普
通
、
家
庭
で
捨
て
ら
れ
る
も
の
と
い
え
ば
、
台
所
の
調
理
か
す
と
か
、

う

不
要
に
な
っ
た
家
庭
用
品
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
実
は
、
そ
の
よ
う
な
中
身
よ
り
も
、
そ
れ
を
入
れ
た
り
包
ん
だ
り

す
る
も
の
の
ほ
う
が
、
ず
っ
と
多
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
を
考
え
て
み
よ
う
。
肉
や
魚
は
一
つ
一
つ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ト

レ
イ
に
入
れ
ら
れ
、
ビ
ニ
ル
で
く
る
ま
れ
て
い
る
。
野
菜
や
果
物
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
に
入
れ
て
売
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
レ
ジ
に
行
く
と
、
そ
の
店
の
名
前
入
り
の
買
い
物
袋
を
く
れ
、
品
物
は
そ
れ
に
入
れ
て
持
ち
帰
ら
れ

い
く

え

る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
幾
重
に
も
わ
た
る
包
装
は
、
ひ
と
た
び
家
に
帰
り
着
き
、
中
身
を
取
り
出
す

と
、
た
ち
ま
ち
不
要
な
も
の
と
な
り
、
捨
て
ら
れ
て
ご
み
と
な
る
の
で
あ
る
。

け
い
こ
う

こ
れ
ら
の
食
品
包
装
材
は
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
困
る
の
は
�、

そ
の
処
理
の
問
題
で
あ
る
。

じ
ゅ

し

ビ
ニ
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
み
な
石
油
を
原
料
と
す
る
合
成
樹
脂
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

う

く
さ

か
ん
げ
ん

土
に
埋
め
て
も
腐
ら
ず
、
自
然
に
還
元
さ
れ
な
い
。
な
か
に
は
燃
や
す
と
有
害
な
ガ
ス
を
出
す
も
の
も
あ
る
。
処

か
ん

ふ
く

理
に
困
る
点
で
は
、
使
用
済
み
乾
電
池
も
同
様
で
あ
る
。
水
銀
を
含
む
乾
電
池
は
、
今
や
我
が
国
で
年
間
約
三
十

か
ん
き
ょ
う

億
個
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
、
他
の
廃
棄
物
と
い
っ
し
ょ
に
燃
や
さ
れ
、
埋
め
ら
れ
、
水
銀
を
環
境
へ

や
っ
か
い

と
ば
ら
ま
く
こ
と
に
な
る
。
廃
棄
物
の
中
に
、
こ
う
い
う
処
理
の
厄
介
な
も
の
、
有
害
な
も
の
が
増
え
て
き
た
の

も
、
変
化
の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
食
べ
残
し
が
増
え
た
こ
と
も
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
大
根
の
し
っ
ぽ
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
し
ん
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

か
ら

ご

は
ん

の
皮
、
魚
の
頭
、
卵
の
殻
な
ど
の
調
理
か
す
に
交
じ
っ
て
、
御
飯
や
パ
ン
の
残
り
、
ほ
ん
の
少
し
し
か
手
を
つ
け

か

し

て
い
な
い
お
菓
子
や
果
物
と
い
っ
た
食
べ
残
し
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
。
そ
の
量
は
、
台
所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

全
体
の
四
〇
か
ら
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
は
、
全
く
手

も
つ
け
ず
、
買
っ
た
ま
ま
の
状
態
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

だ
い

ふ

最
後
に
も
う
一
つ
、
粗
大
ご
み
の
量
と
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
廃
棄
物
の
集
積
所
に
行
く
と
、
粗
大

き
ょ
だ
い

ご
み
の
巨
大
な
山
が
目
に
入
る
。
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
ソ
フ
ァ
、
時
計
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

用
品
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ
十
分
使
え
そ
う
な
状
態
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
か
き
集

あ

め
、
も
の
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
な
が
ら
、
少
し
飽
き
る
と
ぽ
ん
ぽ
ん
捨
て
る
生
活
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

…
…
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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現
代
社
会
で
は
、
も
の
を

生
産
し
た
り
消
費
し
た
り
す

る
こ
と
に
は
大
変
な
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
が
捨
て
ら
れ
た
と
き

に
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と

に
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
が
も

た
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。「
生
産
物
は
必

ず
い
つ
か
は
ご
み
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
を
思
え
ば
、
も

う
少
し
、
も
の
を
作
っ
た
り
、

も
の
を
買
っ
た
り
す
る
と
き

に
、
そ
の
品
物
の
行
く
末
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

生
産
者
の
側
が
そ
れ
を
よ

く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
消
費

者
と
し
て
の
わ
た
し
た
ち
も
、

も
っ
と
こ
の
問
題
に
関
心
を

は
ら払
う
必
要
が
あ
る
�。

ま
ず
で

き
る
こ
と
は
、

。
も
の
を
作
っ

た
り
、
買
っ
た
り
、
使
っ
た
り
す
る
と
き
に
、
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
、
ど
う
い

う
使
い
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
単
に
廃
棄
物
を
少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
、
ひ
い
て
は
現
代
の
使
い
捨
て
社
会
を
足
元
か
ら
見
直
す
き
っ
か

け
に
も
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

た
か
つ
き

ひ
ろ
し

（
高
月

紘
「
本
当
に
必
要
な
も
の
は
」
よ
り
）

１

文
章
中
の

�

に
あ
て
は
ま
る
数
字
を
、
グ
ラ
フ
�
か
ら
読
み
取
っ
て
書
き
な
さ
い
。

【
正
解
】

十
万
二
千
（
ト
ン
）

【
分
野
】
説
明
的
文
章

【
内
容
】
グ
ラ
フ
に
よ
る
情
報
の
理
解

【
採
点
基
準
】
縦
書
き
、
横
書
き
に
つ
い

て
は
不
問
。
ま
た
、
算
用
数
字
も
可
。
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２

筆
者
は
�「

廃
棄
物
の
中
身
が
、
最
近
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
変
化
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。
三
つ
に
整
理
し
て
書
き
な
さ
い
。

【
正
解
】（
１
）

使
い
捨
て
の
容
器
、
包
装
材
な
ど
が
増
え
た
こ
と
。

（
別
解
）
処
理
の
厄
介
な
も
の
、
有
害
な
も
の
が
増
え
て
き
た
こ
と
。

（
２
）

食
べ
残
し
が
増
え
た
こ
と
。

（
３
）

粗
大
ご
み
が
、
ま
だ
十
分
使
え
そ
う
な
状
態
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

３

文
章
中
の
�「

そ
の
」
は
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
。
文
章
中
か
ら
ぬ
き
出
し
て
書
き
な
さ
い
。

【
正
解
】

食
品
包
装
材

４

文
章
中
の
�「

ま
ず
で
き
る
こ
と
は
」
の
後
が
、

で
空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
に
文
を
続
け

る
と
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
文
が
入
り
ま
す
か
。
前
後
の
文
章
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
て
、
三
十
字
以
内
で
書

き
な
さ
い
。

【
解
答
例
】

自
分
が
出
す
ご
み
の
量
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
努
力
を
す
る
こ
と
で
あ
る
【
二
十
八
字
】

【
分
野
】
説
明
的
文
章

【
内
容
】
文
章
の
構
成
と
要
点
の
理
解

【
採
点
基
準
】「
廃
棄
物
の
中
身
」
お
よ
び

そ
れ
が
「
ど
の
よ
う
に
変
化
」
し
た
の
か

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
正
解
。

（
１
）〜（
３
）に
つ
い
て
は
順
不
同
。

「
使
い
捨
て
の
容
器
、
包
装
材
」「
食
べ
残

し
」「
粗
大
ご
み
」
な
ど
、
廃
棄
物
の
中

身
に
つ
い
て
の
み
書
い
て
い
る
も
の
は
準

正
解
。
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
解
の

内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
解
答
は
準
正
解
。

【
分
野
】
説
明
的
文
章

【
内
容
】
指
示
語
の
理
解

【
採
点
基
準
】「
包
装
材
」
お
よ
び
「
こ
れ

ら
の
食
品
包
装
材
」
は
許
容
。

【
分
野
】
説
明
的
文
章

【
内
容
】
筆
者
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方

の
理
解
と
表
現

【
採
点
基
準
】
空
欄
直
前
の
「
ま
ず
（
わ

た
し
た
ち
に
）
で
き
る
こ
と
は
」
を
受
け

て
、「
自
分
た
ち
が
ご
み
を
減
ら
す
努
力

を
す
る
」
と
い
う
内
容
が
、
空
欄
の
前
後

の
文
章
に
つ
な
が
る
形
で
書
か
れ
て
い
る

も
の
が
正
解
。

前
後
の
文
章
に
つ
な
が
る
形
で
書
か
れ
て

い
な
い
も
の
は
準
正
解
。
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５

左
の
グ
ラ
フ
�
は
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
の
全
国
の
ご
み
の
総
量
と
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量

の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
と
れ
る
内
容
と
し
て
正
し
い
も
の
を
ア
〜
カ
の
中
か
ら
二

つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

ア

ご
み
の
総
量
は
、
毎
年
わ
ず
か
ず
つ
変
化
し
な
が
ら
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

イ

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
一
九
九
四
年
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
減
少
し
続

け
て
い
る
。

ウ

ご
み
の
総
量
と
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
反
比
例
し
て
い
る
。

エ

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
に
か
け
て
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ

以
降
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

オ

ご
み
の
総
量
は
、
一
人
当
た
り
の
ご
み
の
量
が
減
れ
ば
、
確
実
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

カ

ご
み
の
総
量
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か
け
て
、
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

３

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

そ
の
年
の
夏
休
み
に
は
、
町
の
子
ど
も
の
あ
い
だ
で
、
も
ち
の
木
の
皮
か
ら
、
＊
注

と
り
も
ち
を
作
る
こ
と
が
は
や

っ
た
。
だ
れ
が
ど
こ
で
お
ぼ
え
て
き
た
も
の
か
、
も
ち
の
木
の
皮
を
し
ば
ら
く
水
に
さ
ら
し
、
す
り
つ
ぶ
し
な
が

ら
、
か
す
を
洗
い
流
し
て
い
く
と
、
上
等
の
と
り
も
ち
が
で
き
る
。

近
所
の
家
の
庭
に
、
五
本
ば
か
り
も
ち
の
木
が
あ
っ
て
、
皮
は
そ
こ
か
ら
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
お
ぜ
い
が

よ
っ
て
た
か
っ
て
、
そ
の
庭
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
た
ち
ま
ち
見
つ
か
っ
て
、
ぼ
く
た
ち
�は

大
目
玉
を
く
っ

た
。

と
う
げ

「
平
気
だ
よ
�。

峠
の
向
こ
う
に
い
け
ば
、
き
っ
と
あ
る
さ
。」

【
分
野
】

説
明
的
文
章

【
内
容
】

グ
ラ
フ
に
よ
る
情
報
の
理
解
と

し

選
択
肢
の
読
み
取
り

【
採
点
基
準
】

ア
、
エ
そ
れ
ぞ
れ
別
に
採

点
。
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大
目
玉
の
あ
と
で
、
年
う
え
の
が
き
大
将
は
、
し
た
を
だ
し
て
、
自
信
た
っ
ぷ
り
に
そ
う
い
っ
た
。
み
ん
な
も

そ
う
思
っ
た
。�
峠
の
向
こ
う
�
に
は
、
町
に
は
な
い
も
の
が
な
ん
で
も
あ
っ
た
。
も
ち
の
木
だ
っ
て
、
あ
る
に

ち
が
い
な
い
。
ぼ
く
も
や
は
り
そ
う
考
え
た
の
だ
。

お
か

峠
と
い
う
の
は
町
の
は
ず
れ
に
あ
っ
た
。
う
ら
通
り
か
ら
つ
づ
く
細
い
道
が
、
町
の
う
し
ろ
の
丘
に
ぶ
つ
か
っ

て
、
ゆ
き
ど
ま
り
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
で
も
か
ま
わ
ず
に
丘
の
ふ
も
と
ま
で
い
く
と
、
左
に
お
れ
て
、
き
ゅ

う
な
石
段
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
の
ぼ
り
つ
め
る
と
、
や
っ
と
ひ
と
り
が
通
れ
る
く
ら
い
の
、
せ
ま
い
切
り
通
し
の

道
に
な
る
。

こ
こ
が
峠
だ
。
ぼ
く
た
ち
は
そ
う
よ
ん
で
い
た
。
こ
の
う
す
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
切
り
通
し
を
ぬ
け
る
と
、

�

明
る
い
村
の
け
し
き
が
目
の
下
に
ひ
ろ
が
っ
て
く
る
。
い
ま
ま
で
の
町
の
感
じ
が
、
い
き
な
り
村

の
け
し
き
に
か
わ
る
の
だ
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
風
の
ふ
き
ぐ
あ
い
ま
で
ぎ
ゃ
く
に
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
こ
は
町
か
ら
村
へ
ぬ
け
る
近
道
だ
っ
た
。
し
か
し
自
転
車
も
荷
車
も
通
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
道
を
使
う
人
は

め
っ
た
に
い
な
い
。
い
ち
ば
ん
使
う
の
は
、
ぼ
く
た
ち
子
ど
も
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

め
い

ろ

ぼ
く
た
ち
は
、
こ
こ
を
通
っ
て
よ
く
峠
の
向
こ
う
へ
遊
び
に
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
小
さ
な
流
れ
や
、
迷
路
の

よ
う
な
細
道
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
え
も
の
が
あ
っ
た
。
春
は
さ
く
ら
ん
ぼ
、
夏
は
木
い
ち
ご
、
秋
に
な
る
と
、

く
り
の
実
や
あ
け
び
が
と
れ
る
。
や
ま
い
も
を
ほ
る
の
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
小
川
の
ふ
な
や
ど
じ
ょ
う
を
追
い

ま
わ
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
夏
休
み
の
宿
題
の
こ
ん
虫
採
集
も
こ
こ
で
す
る
。
学
校
で
使
う
竹
細
工
の
材
料
も
こ
こ

で
ま
に
あ
わ
せ
る
。

だ
か
ら
、
も
ち
の
木
も
、
こ
こ
へ
い
け
ば
、
き
っ
と
あ
る
だ
ろ
う
と
、
み
ん
な
が
考
え
た
。

「
だ
い
ぶ
遠
く
ま
で
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ぞ
。」

が
き
大
将
は
そ
う
い
っ
た
。
ぼ
く
た
ち
は
う
な
ず
い
た
。
峠
の
向
こ
う
は
お
く
が
深
い
の
だ
。
近
く
で
は
、
農

家
の
目
が
光
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ま
ま
で
も
、
ろ
く
な
え
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
う
っ
か
り
畑
に

は
い
っ
た
り
す
る
と
、
ど
な
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

こ
ん
ど
は
、
か
な
り
お
く
の
、
山
の
中
ま
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

ぼ
く
た
ち
は
、
み
ん
な
で
も
ち
の
木
を
さ
が
し
た
。
皮
を
は
い
で
も
、
し
か
ら
れ
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る

の
を
見
つ
け
る
の
は
、
な
か
な
か
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

�

さ
が
し
あ
て
た
の
は
、
峠
か
ら
三
十
分
も

は
い
っ
た
山
の
中
で
、
さ
い
わ
い
そ
れ
は
か
な
り
ふ
と
い
木
だ
っ
た
。

し
か
し
、
が
き
大
将
は
、
そ
の
木
の
前
で
、
ぼ
く
た
ち
に
い
っ
た
。

「
こ
の
木
は
お
れ
の
木
だ
ぞ
。
だ
ま
っ
て
と
っ
た
ら
し
ょ
う
ち
し
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
す
こ
し
ず
つ
わ
け
て
や

る
。」そ

れ
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
ぼ
く
た
ち
は
が
っ
か
り
し
た
。
三
年
生
の
ち
び
の
ぼ
く
に
は
、
ほ
ん

の
お
な
さ
け
に
、
わ
け
て
く
れ
る
だ
け
だ
。
ぼ
く
は
い
つ
も
指
の
先
で
ひ
ね
る
く
ら
い
の
と
り
も
ち
で
、
が
ま
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ぼ
く
は
、
思
い
き
っ
て
、
も
ち
の
木
を
自
分
ひ
と
り
で
さ
が
そ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
あ
ん
な
に
み
ん
な
で
さ

が
し
た
の
に
、
一
本
き
り
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
か
ん
た
ん
に
さ
が
せ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
ひ
と

り
で
は
、
あ
ん
ま
り
遠
く
ま
で
い
く
元
気
も
な
か
っ
た
。

ぼ
く
は
、
と
り
あ
え
ず
、
み
ん
な
が
ば
か
に
し
て
い
る
峠
の
近
く
を
、
あ
た
っ
て
み
る
つ
も
り
に
な
っ
た
。
こ

の
あ
た
り
を
峠
山
と
い
っ
て
い
た
が
、
だ
れ
も
さ
が
し
て
み
な
か
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

暗
い
切
り
通
し
の
道
に
立
ち
ど
ま
り
、
せ
み
の
声
を
き
き
な
が
ら
、
ぼ
く
は
右
が
わ
に
よ
じ
の
ぼ
ろ
う
か
、
そ

れ
と
も
左
が
わ
に
し
よ
う
か
、
と
、
し
ば
ら
く
ま
よ
っ
た
。
そ
し
て
の
ぼ
り
に
く
い
左
が
わ
の
山
に
き
め
て
、
も

ぐ
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

顔
に
は
ね
か
え
る
さ
さ
や
小
え
だ
を
よ
け
て
、
も
ち
の
木
の
葉
の
色
を
さ
が
し
た
。
し
ば
ら
く
進
む
と
、
足
も
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Ａ

な
ん
だ
。
こ
ん
な
近
く
だ
っ
た
の
か
。

Ｂ

い
つ
か
こ
こ
へ
き
た
こ
と
が
あ
る
ぞ
。
い
つ
だ
っ
け
。

Ｃ

ど
こ
ま
で
も
、
ど
こ
ま
で
も
、
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
た
と
き
だ
。

Ｄ

そ
う
だ
。
み
ん
な
で
、
川
の
中
を
歩
い
て
い
っ
た
と
き
だ
っ
た
。

と
が
き
ゅ
う
に
落
ち
こ
ん
で
い
て
、
ぼ
く
は
が
け
の
上
に
出
た
。
向
か
い
に
も
山
が
あ
っ
た
し
、
草
が
深
く
て
先

が
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は
あ
や
う
く
こ
ろ
げ
落
ち
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

�
き
も
を
ひ
や
し
て
、
木
に
つ
か
ま
っ
た
。
そ
の
ま
ま
の
ぞ
き
こ
む
と
、
か
な
り
高
そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
左
に

大
ま
わ
り
し
た
。

す
ぎ

が
け
を
ま
わ
っ
て
お
り
る
と
、
大
き
な
杉
林
に
は
い
っ
た
。
杉
林
の
中
は

�

し
て
い
た
。
も
ち
の

木
は
見
つ
か
り
そ
う
も
な
か
っ
た
。
ぼ
く
は
、
さ
っ
き
の
が
け
の
下
へ
い
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
杉
林
を
つ
っ
き

っ
て
い
っ
た
。
正
面
に
は
が
け
の
上
か
ら
も
見
え
た
、
と
が
っ
た
小
山
が
あ
っ
た
。
つ
き
あ
た
り
の
や
ぶ
を
む
り

や
り
お
し
わ
け
て
、
小
山
に
の
ぼ
り
は
じ
め
た
。

い
く
ら
も
の
ぼ
ら
な
い
う
ち
に
、
ぼ
く
は
、
そ
の
小
山
が
か
く
し
て
い
た
、
き
み
ょ
う
な
三
角
の
平
地
に
ひ
ょ

っ
こ
り
と
顔
を
だ
し
た
。

…
…
…
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…

や
が
て
平
地
を
ま
っ
す
ぐ
に
横
ぎ
り
、
三
角
の
い
ち
ば
ん
と
が
っ
た
先
へ
い
っ
て
み
た
。
木
の
あ
い
だ
を
く
ぐ

り
ぬ
け
て
み
る
と
、
目
の
下
に
小
川
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
足
も
と
か
ら
流
れ
の
中
に
、
大
き
な
岩
が
、
石
段
の
よ

う
に
か
さ
な
っ
て
出
て
い
た
。
向
こ
う
岸
は
深
い
竹
や
ぶ
で
、
そ
の
あ
い
だ
を
小
川
は
大
き
く
ま
が
っ
て
い
く
。

ぼ
く
は
、
木
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
段
々
岩
の
下
ま
で
お
り
て
み
た
。
水
の
流
れ
て
い
く
ほ
う
を
の
ぞ
い
て
み
る

と
、
か
す
か
に
明
る
く
見
え
る
。

そ
の
と
き
、
ふ
と
ぼ
く
は
、
こ
の
岩
に
見
お
ぼ
え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

ぼ
く
は
、
段
々
岩
の
上
に
立
っ
て
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
た
。
い
ま
三
角
平
地
か
ら
出
て
き
た
と
こ
ろ
に
は
、

二
本
の
木
が
な
ら
ん
で
立
っ
て
い
た
。
そ
の
木
の
あ
い
だ
が
黒
く
あ
な
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
こ
が
三
角
平
地

の
出
入
口
だ
っ
た
。

「
あ
っ
。」

と
、
ぼ
く
は
、
声
を
あ
げ
た
。
そ
の
木
は
二
本
と
も
、
も
ち
の
木
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
、
声
を
だ
し
て
わ
ら
っ
た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
！

�「
こ
の
山
は
ぼ
く
の
山
だ
ぞ
！
」

ぼ
く
は
思
わ
ず
そ
う
い
っ
た
。
と
く
い
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。

（
佐
藤
さ
と
る
「
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な
国
」
よ
り
）

ぬ

＊
注

と
り
も
ち

小
鳥
や
虫
を
と
る
た
め
に
棒
の
先
に
塗
っ
て
使
う
ね
ば
ね
ば
し
た
物
。

１

文
章
中
の
�「

大
目
玉
を
く
っ
た
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

ア

と
て
も
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。

イ

ひ
ど
く
し
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ウ

と
く
べ
つ
大
目
に
み
て
も
ら
っ
た
。

エ

大
き
な
目
で
に
ら
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
慣
用
句
の
意
味
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２

文
章
中
の
�「

峠
の
向
こ
う
」
と
は
、
町
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
最

も
適
切
な
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

ア

町
に
は
な
い
も
の
が
何
で
も
安
く
手
に
入
る
、
便
利
な
場
所
。

お
そ

イ

一
人
で
遊
ぶ
に
は
危
険
で
恐
ろ
し
い
、
近
寄
り
が
た
い
未
知
の
世
界
。

ウ

農
家
の
人
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
び
く
び
く
し
て
遊
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
き
ゅ
う
く
つ
な
場
所
。

エ

自
然
が
豊
か
で
、
季
節
ご
と
に
わ
く
わ
く
す
る
楽
し
み
が
あ
る
場
所
。

３

文
章
中
の

�

�

�

に
当
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
組
み
合
わ
せ
を
ア
〜
エ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

�

�

�

【
正
解
】

ア

の
ん
び
り
と

き
っ
と

ざ
わ
ざ
わ
と

イ

さ
っ
ぱ
り
と

ま
も
な
く

む
ん
む
ん
と

ウ

す
っ
き
り
と

は
っ
き
り

き
ら
き
ら
と

エ

ぽ
っ
か
り
と

や
っ
と

し
い
ん
と

４

文
章
中
の
�「

き
も
を
ひ
や
し
て
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

ア

苦
し
い
思
い
を
し
て

イ

と
て
も
お
ど
ろ
い
て

ウ

い
ら
い
ら
し
て

エ

ほ
っ
と
し
て

５

文
章
中
の

の
部
分
に
は
、「
ぼ
く
」
が
心
の
中
で
考
え
た
こ
と
が
入
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
〜
Ｄ
を

正
し
く
並
べ
か
え
る
と
ど
の
よ
う
な
順
番
に
な
り
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

ア

Ｂ→

Ｃ→

Ａ→

Ｄ

イ

Ｂ→

Ｄ→

Ｃ→

Ａ

ウ

Ｄ→

Ａ→

Ｃ→

Ｂ

エ

Ｄ→

Ｃ→

Ｂ→

Ａ

６

文
章
中
の
�「

こ
の
山
は
ぼ
く
の
山
だ
ぞ
！
」
と
言
っ
た
と
き
の
ぼ
く
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
か
。
ぼ
く
の
気
持
ち
と
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ
た
理
由
を
三
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

【
解
答
例
】

自
分
だ
け
で
も
ち
の
木
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
く
い
に
な
っ
た
。【
二
十
九
字
】

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
文
脈
の
読
み
取
り

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
語
句
の
用
法

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
慣
用
句
の
意
味

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
心
情
の
読
み
取
り

【
分
野
】
文
学
的
文
章

【
内
容
】
心
情
の
読
み
取
り
と
表
現

【
採
点
基
準
】
「
ぼ
く
の
気
持
ち
」
お
よ
び
「
そ
の

よ
う
な
気
持
ち
を
も
っ
た
理
由
」
に
つ
い
て
、
素
材

の
内
容
か
ら
逸
脱
し
な
い
で
書
い
て
あ
れ
ば
正
解
。

正
解
と
な
る
内
容
の
中
心
は
、「
も
ち
の
木
を
一
人

で
発
見
し
た
こ
と
の
喜
び
」
に
あ
る
。「
気
持
ち
」の

み
、
あ
る
い
は
「
理
由
」
の
み
の
記
述
は
不
正
解
。
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問
題
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。

お
に

ア

骨
折
り
損
の
く
た
び
れ
も
う
け

イ

鬼
に
金
棒

つ
ら

は
ち

ぜ
に

ウ

泣
き
っ
面
に
蜂

エ

安
物
買
い
の
銭
失
い

オ

の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る

カ

急
が
ば
回
れ

４

次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

１

次
の
�
〜
�
の

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

か
れ

�

こ
の
分
野
で
は
彼
に
匹
敵
す
る
力
が
あ
る
。

【
正
解
】

ひ
っ
て
き

�

飛
行
場
の
滑
走
路
。

【
正
解
】

か
っ
そ
う

�

と
つ
ぜ
ん
恐
怖
感
に
襲
わ
れ
る
。

【
正
解
】

お
そ

２

次
の
�
と
�
の

線
部
の
熟
語
の
中
で
、
誤
っ
た
使
い
方
の
も
の
を
ア
〜
エ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】

�

ア

こ
の
ホ
ー
ル
は
一
万
人
を
収
容
で
き
る
。

イ

空
き
ビ
ン
・
空
き
カ
ン
を
回
収
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

ウ

人
々
が
さ
わ
ぎ
出
し
て
、
収
集
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

エ

こ
ど
も
会
の
会
費
を
徴
収
す
る
。

【
正
解
】

�

ア

彼
女
の
特
技
は
鉄
棒
だ
。

イ

日
本
語
の
特
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

ウ

素
材
の
特
製
を
生
か
し
た
商
品
を
開
発
す
る
。

エ

熱
帯
地
方
に
は
特
色
の
あ
る
果
物
が
多
い
。

３

次
の
�
〜
�
の
文
の

に
当
て
は
ま
る
こ
と
わ
ざ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
後
の

の
ア
〜
カ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

【
正
解
】�

に
わ
か
雨
に
降
ら
れ
て
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
自
転
車
を
こ
い
で
い
た
ら
、
パ
ン
ク
し
ち
ゃ
っ
て
ね
。

ま
っ
た
く
、

ウ

だ
っ
た
よ
。

�

バ
ー
ゲ
ン
で
買
っ
た
シ
ャ
ツ
を
洗
た
く
し
た
ら
縮
ん
で
し
ま
い
、
一
回
で
着
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

エ

と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
。

�

あ
わ
て
な
い
で
も
っ
と
て
い
ね
い
に
や
り
な
さ
い
。

カ

と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

【
分
野
】
言
語
事
項

【
内
容
】
漢
字
の
読
み

【
採
点
基
準
】
�
「
ひ
つ
て
き
」
は
許
容
。

�
「
か
つ
そ
う
」「
か
っ
そ
う
ろ
」「
か
つ

そ
う
ろ
」
は
許
容
。
�
「
お
そ
わ
れ
る
」

は
許
容
。

【
分
野
】
言
語
事
項

【
内
容
】
熟
語
の
意
味

【
分
野
】
言
語
事
項

【
内
容
】
こ
と
わ
ざ
の
用
法
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１．音声言語

国際社会、高度情報社会に対応する国語の

力として求められるものは、情報の活用能力

であると考えた。情報の中でも、音声言語に

よるそれは、生徒の生活の中で増加する一方

であり、情報の質も多岐にわたっている。そ

ういう錯綜した情報をいかに正確にとらえる

ことができるか、多くの情報の中で必要な情

報を整理することができるか、さらに自分自

身がその場に応じた情報の発信者となれるか、

といった一連の音声言語による情報活用能力

を調査する目的で�の放送問題を設定した。
この設問では二人の生徒のやりとりを聞き

分け、それぞれの主張を理解するとともに、

自分自身の立場や意見を明確に持ち表現する

という力をみようとしている。

学習指導要領の「A 表現・ウ、ケ、コ」

および「B 理解・イ、ク」の事項にかかわ

る問題である。

�
の通過率は９３．３％であった。選択肢に
よる解答であり、話し手の二人のうちのどち

らかを選ぶということから、迷う要素が少な

かったものと考えられる。しかし、若干の誤

答があった原因を考えてみると、太郎の発言

の最初の部分「ぼくは自分たちの言葉づかい

が特別に乱れているとは思いません」を十分

に聞き取ることができなかったのではないか

と考えられる。受験者の放送問題に対する慣

れの度合いや、試験に対する緊張感等の心理

的な問題も含まれるであろう。

�の通過率は９６．３％、�の通過率は９７．０％
といずれも高い数値を示している。

�の誤答で「ア」と答えた生徒が多いのは、
太郎の最後の発言の「そんなかた苦しいこと

を言うなよ」の「かた苦しい」に引きずられ

てしまったのではないかと考えられる。文脈

としてとらえるのではなく、一単語として聞

き取っている段階といえるのではないだろう

か。

単語として聞き取っているという点におい

ては、�の誤答についてもいえることである。
話し合いに出てきている「省略語」と「流行

語」を選んだ生徒が若干名ながらいるのに対

して、話し合いに出てきていない「外来語」

を選んだ生徒は皆無であった。話を聞く際に

断片的な単語として記憶してしまい、話の筋

道をとらえながら聞き取り、話し手の考え方

を理解するまでには至っていないものと考え

られる。


は正解率は４７．７％、準正解を含む通過率
は７８．１％であった。全体として厳しく採点し、

話し合いの場面での発言であることを考慮し

て、理由が明確に述べられているかどうかを

重視した。以下に採点例を示す。

【正解例】

・私は、花子さんにも太郎君にも両方に賛

成です。なぜかと言うと、流行語などはみ

んなが知っているからしたしみやすいから

です。でも目上の人に向かっては時と場合

によって話し方をかえるべきだと思います。

【文章が稚拙でも条件を満たしていれば正解】

・私は、流行語はいいと思う。「おっはー」

とかべつにいいと思う。上の学年にはちゃ

んと、敬語をつかったらいいと思う。「お

っはー」とか、気がるに、話をしてくれる

と、うれしいから。

【どちらの立場か明示していなくても理由・

根拠からそれが推測できれば準正解】

・私はより仲良くなれるのならいいと思い

ます。だけど、目上の人には敬語を使った

方がしつれいにならないからいいと思いま

す。

・自分も、年下の人から「オッハー」と言

われると、調子にのるなと思うから。

【言葉づかいというテーマに言及していない

ものは不可】

３．調査結果解説
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・そういう話し合いをしても意味がまった

くありません。なぜなら、あなたがたが話

し合ってもなにも変わらないからです。も

っと他のことを話し合った方が、いいと思

います。しかし、意味のある話し合いです

がね。

【立場のみで、その理由を説明していないも

のは不可】

・目上の人と同じ年の人、下の年の人って

いうふうに、自分で分けて言葉を使えばい

いと思う。

・目上の人なら敬語を使った方がいいと思

う。友だちなら省略語でもよいと思う。

以上は、わずかな採点例であるが、全体と

しては、次のようなことがいえる。

�予想していたよりも全くの「空欄」の生
徒が少なく、「書くこと」の学習活動が定着

してきているものと考えられる。

�最初に立場（賛成・反対・どちらでもな
い等）を明確に述べている生徒が多く、意見

文の書き方や、話し合い活動における立場の

示し方等が定着してきているものと考えられ

る。

�しかし、理由や根拠の述べ方が弱く、相
手を説得するための、書き方や話し方の習得

をより一層図るべきであると考える。

�「から」「ので」といった理由や根拠を
示すことばを使っていても、明確な理由や根

拠になっていない例も多く、「から」「ので」

に頼ってしまっている傾向もみられる。

●指導のポイント

音声言語の指導については、新しい学習指

導要領においては、より一層重視する方向性

が示されている。

「改善の具体的事項」の中でも、「『話すこ

と・聞くこと』の領域では、目的や方向に沿

って効果的に話したり、相手の意図を理解し

ながら聞いたりする能力の育成を重視する」

としている。

今後は日常の授業の中で漠然と話させるこ

と、聞かせることではなく、目的や場面に応

じた話し方、聞き方の学習活動を多く取り入

れていくことが必要になってくるだろう。

また、情報の発信という点においては、話

すことと同様に目的や場面に応じた書くこと

の学習活動も一層重視されていく必要がある。

２．説明的文章

前述したように、国語の力を情報の活用能

力ととらえると、説明的文章の理解はまさに

情報の収集・整理・取捨選択・発信といった

流れの中に位置づけることができる。

国語科で学習する説明的文章の内容、テー

マは多岐にわたっており、現代社会における

今日的な課題に関するものも少なくない。特

に「環境」に関するものが多く、それだけ生

徒にとっては身近なテーマということができ

るであろう。�の説明的文章は、その「環境」
について、生徒にとってもっとも身近な「ご

み」の問題から視点をあてている。

また、この文章ではデータとしてグラフも

示してある。これは、文章による情報ととも

に図表を読み取る力も情報の活用能力として

不可欠のものととらえているからである。

学習指導要領では、「A 表現・オ」「B

理解・ア、イ、ウ」および「言語事項・オ」

にかかわる問題である。

�
の通過率は４８．９％であった。グラフの
一目盛りが二千トンであるのに、読み間違え

と思われる誤答が多い。「十一万」「十万千」

といった誤答がもっとも多く、それぞれ約２

割弱の生徒が答えている。

�の正解率は３０．９～８１．３％で、準正解を含
めた通過率は６４．７～９２．５％であった。各段落

の書き出しの表現、「まず第一に言えるのは」

「次に」「最後にもう一つ」を手がかりにする

と、比較的容易に正解にたどりつけたのでは

ないだろうか。

採点のポイントとしては、「廃棄物の中身」

およびそれが「どのように変化」したのかに

ついて書かれていることが必要である。準正

解としたものは、「変化」について述べず、

たとえば「使い捨ての容器、包装材」「食べ
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残し」といった「廃棄物の中身」についての

み書いているものや、整理されていないが、

正解の内容が含まれているものについてであ

る。

この設問から言えることは、何について答

えればよいかがわかっていても、要約して整

理する力が不十分であるために、適切な解答

となっていない例が多いということである。

�は指示語の理解を問う問題である。「そ
れ」という代名詞ではなく、「その」という

連体詞を設問としたために、やや難易度が上

がった感がある。通過率は６４．０％であった。

誤答としては、「ビニル、ポリエチレンなど

のプラスチック」がすべての誤答のうちの２

割弱である。また、単語で答えず、「これら

の食品包装材はますます増加する傾向にある

が」などのように、文章の一部をそのまま抜

き出している例もあった。「空欄」も約１割

と多く、全体として、指示語の機能について

の理解がやや不十分ではないかと考えられる。

指示語の問題は前後の文章をよく読むこと、

あてはめてみて文意が変わってしまったり、

文の組み立てに不備が生じたりしないかなど

に注意させることが必要である。


は、本文のテーマを理解した上で、「ま
ず（わたしたちに）できることは、」を受け

て、「自分たちがごみを減らす努力をする」

という内容が、文の呼応の関係をふまえて書

かれていることが必要である。

以下に解答例をあげる。

【正解例】

・自分自身がごみを減らす努力をすること

である。

・本当に必要なものだけを買い、無駄にも

のを買わないことである。

【準正解例（前後の文章につながる形で書か

れていないものは、内容面で誤りがなくとも

準正解）】

・リサイクルや本当に必要なものかどうか

をみたりすること。

・物のつかいすてをやめてリサイクルには

げみましょう。

・物を大切に使ったり、リサイクルしても

う一回つかうことができる。

【本文からの抜き出しは不正解】

・ものを作ったり、買ったりするときによ

く考えることである。

・つねに買った後、使った後にその品物の

行く末を考えることである。

【単語のみは不正解】

・リサイクル

【文意が伝わらないもの、説明不足のものは

不正解】

・消費者の私たちの一人一人がそのことを

考え、生活することだろう。

・まずその食材が自分に合っているかどう

かを考える。

・かんきょう問題をなくし、ほんとうにい

い物かをたしかめる。

・土にうめて腐るプラスチックか、リサイ

クルできる。

・お金のむだ使いをしないことができる。

この設問の正解率は２２．７％であった。準正

解を含めた通過率でも６８．０％とやや低い数値

となっている。筆者のものの見方・考え方を

理解する力がやや不十分であると同時に、前

後の文とのつながりを考えて表現する力が不

足しているものと考えられる。「書く力」は

常に長い文章を書くことばかりではなく、短

く適切に表現する力もつけていく必要があろ

う。

�はグラフからの読み取りの問題である。
正解のうち「ア」を選んだ生徒は６２．３％、「エ」

を選んだ生徒は６８．９％であった。折れ線グラ

フと棒グラフの示しているそれぞれの内容を

取り違えた誤答や、選択肢の表現を十分に読

み取れないで誤った例がある。また、選択肢

「オ」を選択した生徒が多いのは、グラフを

見ないで選択肢の内容「ごみの総量は、一人

当たりのごみの量が減れば、確実に減少する

傾向にある」によって判断してしまったため

と考えられる。

●指導のポイント

説明的文章の理解については、まず筆者の
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ものの見方・考え方をとらえる上でキーワー

ドをとらえさせる必要がある。また、指示語

や段落の書き出しの部分に注意して読むなど

の方法も学習させていく必要がある。

（岩間和子 神奈川県横浜市立小田中学校教諭）

３．文学的文章

●出題のねらい

自分が直接経験しなくても、文学的文章の

読み取りを通して物事を豊かに想像し、世界

を広げていける可能性がある。この設問では、

登場人物の言葉や生き方などから書き手のも

のの見方や考え方を理解し、共感していくこ

とができるかどうかをみようとしている。

学習指導要領の「B理解（１）ウ、エ、オ、

カ、キ」「A表現（１）オ」および〔言語事

項〕（１）イ、ウにかかわる問題である。

●正答・誤答の分析

�
は慣用句の意味を問う問題である。通
過率は８０．２％と高かった。誤答の７割は「ア」

である。悪いことをしていて見つかったとい

う文脈から、「びっくりした」意と解釈した

ものと考えられる。

�は文脈を読み取る問題である。通過率は
６４．１％であった。４つの選択肢のうち、「イ」・

「ウ」は「峠の向こう」のイメージを「危険

で恐ろしい」・「近寄りがたい」（イ）や「び

くびく」・「きゅうくつ」（ウ）などと否定的

にとらえたものであり、誤りと判断できよう。

残る「ア」・「エ」はいずれも肯定的にとらえ

た選択肢である。経験などをもとに想像する

ことができれば、「エ」の「わくわくする楽

しみ」を選べるだろう。誤答の７割強を占め

る「ア」を選んだ生徒は、文章中の「学校で

使う竹細工の材料もここでまにあわせる」と

いう表現によって「何でも安く手に入る、便

利な場所」と考えたのであろうか。とすれば、

かなり表層的な読み取りと言える。

�は空欄に適切な副詞を補充する問題であ
る。通過率は８３．１％と高かった。選択肢が語

の組み合わせだったことで平易な問題になっ

たと考えられる。特に�では、空欄の直前の
「たいへんだった」という表現から正答の「や

っと」を導き出すことは容易であろう。


は
と同じく慣用句の意味を問う問題で
ある。通過率は５９．３％と
に比べて２０ポイン
トも低かった。「きも」という語になじみが

薄いものと考えられる。現代の子どもたちに

「き
�

も
�

だめし」の経験はあるのだろうか。誤

答としては「ア」が５割強、「エ」が３割で

ある。「ア」の「苦しい思い」は文脈から想

像しうるとしても、「エ」は正反対の意味で

ある。「木につかまってほっとした」と勘違

いしたのだろうか。

�は心情の読み取りである。通過率は
７２．３％と比較的良好だった。文章中に明確な

手がかりがあるからであろう。直前に「見お

ぼえがあるような気がした」とあるから、昔

の記憶をたどるような文（B）が続き、Bで

「いつだっけ」とつぶやいているので、「いつ」

に相当する文（D）が続く、という具合であ

る。文脈に即して展開を追いながら読み進め

ていく指導が必要であろう。

�も同じく心情の読み取りの問題である。
通過率は３０．８％と低かったが、的外れな答え

や全くの「空欄」はわずかであった。誤答の

ほとんどは、必要な２つの要素（「ぼく」の

気持ちと、そのような気持ちをもった理由）

のうち一方しか書いていない答案であった。

問題文をよく読み、指示されたとおりの書き

方をするよう指導していく必要がある。

●指導のポイント

生徒の個人的な経験にはかなりの幅があろ

う。進んで読書に親しむ態度を育てていく指

導が必要である。

４．言語事項

●出題のねらい

言語に関する知識は、国語のすべての学習

にかかわる基礎的な事項であり、学習で得た

知識を実際の言語生活に適切に生かすことの

できる能力を育てる必要がある。学校での学
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習はもちろんだが、生徒の置かれた言語環境、

つまり、幼少期から家族など身近にいる大人

が使用するのを耳にしてきたかどうかも、生

徒の知識量や能力に大きく影響していると考

えられる。

現代の情報化社会を生きる生徒にとって、

コンピュータを用いて文章を書く機会は今後

ますます増えていくことだろう。したがって、

この設問では、漢字の読みや同音異義語に関

する問いを中心に出題している。

学習指導要領では〔言語事項〕（１）イ、

ウ、（２）アの指導事項にかかわる問題であ

る。

●正答・誤答の分析

	
は漢字の読みを問う問題である。
�の通過率は７０．６％であった。「匹」は、

助数詞としてなじみが深いので「ひきてき」

という誤答を予想したが、実際に誤答として

目立ったのは「してき」であった。

�の通過率は６４．１％と、３問中もっとも低
かった。「飛行場の○○路」という前後関係

から、正解を十分に類推できるであろうと考

えていたが、「こっそう」という誤答が多か

った。「滑」のつくりの「骨」の音読み「コ

ツ」からの連想と考えられる。

�の通過率は９５．６％と、高い数値を示した。
テレビゲーム等の影響であろうか、現代の中

学生にとってはきわめて平易だったようであ

る。

�は、類義語の意味の違いを正しく理解し
ているかどうかを問う問題である。通過率は

�が３４．８％、�が２３．０％と、ともにかなり低
い結果となった。誤用と判断することが中学

１年生修了段階では難しかったのか。それと

も、問題文を読み誤って正
�

し
�

い
�

使い方のもの

を選んでしまったのか。判断しかねるところ

である。

�の「ウ」は正しくは「収拾」だが、「収
拾がつかない」という表現自体が難解だった

ものと考えられる。「収集」は「ごみの収集」

などと使われるので、「収集がつかない」を

集まらずにバラバラになる意と解釈し、正解

と判断したのかもしれない。誤答の６割は

「エ」であった。「徴集」という語が実際にあ

るため、会費を集
�

める場合にはこれを用いる

と考え、「徴収」を誤用と判断した可能性が

ある。

�では「イ」という誤答が７割弱に上った。
「特質」という語にあまりなじみがないため、

これを誤りと考えたのだろうか。「ウ」は正

しくは「特性」だが、これもやや難しい語で

あった。「特製」は「特製ジュース」などと

よく使うので、誤用と判断しなかったものと

考えられる。

�は、ことわざの用法を問う問題である。
�の通過率は５６．０％であった。「にわか雨」

と「パンク」という、２つの悪いことが重な

っていると読み取れるかどうかがポイントで

ある。誤答の７割を占める「ア」を選択した

生徒は、一生懸命に自転車をこいでいたのに

パンクしてしまったことを「骨折り損」と解

釈したものと考えられる。

�の通過率は８９．３％であった。問題文を読
めばそのものズバリの、基本的な問いである。

�の通過率は７３．２％であった。「あわてな
い」という表現から「急ぐ」を連想できるは

ずだが、「急がば」という表現が文語調で意

味が取りにくかったものと考えられる。

●指導のポイント

漢字の学習については、取り立てて指導す

ることも大切だが、文脈の中に位置づけて学

習することが望ましい。同時に、辞書を手元

に置き必要に応じて活用する習慣を身につけ

させる指導が有効である。また、語句につい

ては、類義語の意味の違いや同音異義語の用

法などに注意を向けさせ、文脈の中で適切に

使える力を養う指導が必要である。ことわざ

や慣用句の学習においては、伝統的な言い回

しを理解させるとともに、生きた表現として

実際に使えるよう指導していく必要がある。

（五味貴久子 筑波大学附属中学校教諭）
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最初に通過率に関する全体的な状況をみた

上で、次に内容領域ごとに、検討が必要であ

ると思われるもの、問題ありと考えられるも

のを中心に考察を加えることとする。

１．通過率の概要

本調査の通過率を全体的にみると、８０％を

超える数値を示したものが８設問、６０～７０％

台が１２設問、６０％に達しないものが６設問と

なっている。

この結果は、設問の内容や出題の仕方とも

関係するので一概に判断を下すことは難しい

が、通過率が５０％に達しないものについては、

１つの問題提起として受け止める必要があろ

う。特に２０～３０％にとどまっているものにつ

いては、そこで提出されている問題について

考える必要がある。

内容領域別に通過率をみると、同じ領域の

中でも設問によってばらつきのあることが認

められる。調査結果の検討・活用の際には、

内容領域全体としての把握と同時に、設問の

内容に即して、学習状況にどのような傾向が

認められるか、どのような問題が提出されて

いるか、検討を加えることが求められる。

２．音声言語に関して

�
��の「聞き取り」に関しては、それ
ぞれ９３．３％、９６．３％、９７．０％の通過率を示し

ている。

聞き取る内容としては関連しており、また

表現のされ方も屈折なく明解であることが高

い通過率に結びついたものと思われるが、話

の内容を聞き取る基礎的な力はついていると

考えてよかろう。

これに対して、�
の自分の意見の整理は、
通過率では７８．１％だが、正解率は４７．７％にと

どまっている。

この設問に関しては、聞き取ったことをも

とにしてという点では音声言語に属すが、百

字以内で書くということで、書くことに関す

る力もかかわっている。�聞き取った内容の
整理、�自分の意見のまとめ、�字数制限の
中での表現という３つの条件のクリアが求め

られているので、高い正解率、あるいはこの

領域の他の設問と同程度の高い通過率が得ら

れなかったものと考えられる。

そうした条件があるにしても、この設問に

関して、聞き取ったことをもとに、自分の意

見を整理して表現することについては、十分

とは言えない面があるといえよう。

３．説明的文章の読み

�
は、文章の読みに基づくグラフ情報の
読み取りを内容とする設問である。通過率が

４８．９％にとどまっていることから、説明的な

文章に関連するグラフ情報の読みの力は、十

分とはいえないと判断される。

この設問の答えを得るためには、２つの条

件をクリアしなくてはならない。１つは、本

文の読みによって設問の意味を理解すること

である。もう１つは、グラフを構成する単位

の数字の意味と、一刻みの目盛りが何トンに

なっており、該当年度のトン数がどれだけで

あるかを正確に読み取ることである。これか

らの情報社会においては、このように文章、

図表、グラフなどを組み合わせた形で情報が

提出されることが多くなるだけに、この設問

４．コメント

［１］

尾木和英（東京女子体育大学教授）
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が要求するような力を育てるための学習指導

の工夫が重要になる。

�
は、文脈を考えた上で自分にできるこ
とについて表現する設問である。

通過率６８．０％に対して正解率が２２．７％とな

っているのは、この設問が、�本文の意味を
理解すること、�文脈から考えて空欄の部分
にあてはまる内容を考えること、�「まずで
きることは、」という書き出しにつながるよ

うに適切に表現することの３つの条件を要求

しているからである。ここで要求されている

ような力を育てるために、どのように学習指

導の工夫をするかが課題として提出されてい

る。

４．文学的文章の読み

通過率６０％に達していないのは、�
と�
である。

�
は慣用句の意味を問う設問であるが、
通過率は５９．３％となっている。一般的に慣用

句の理解は、その慣用句に接する機会と関連

するところが大きい。もしその機会が乏しい

のであれば、例えば語彙指導によって「きも

を潰す」「きもが据わる」「きもをぬかす」と

いった語とともに意図的に扱うような指導の

工夫が意味を持つことになる。

通過率３０．８％という低い数値にとどまって

いるのは、心情の読みを内容とする��の設
問である。

通過率が低くなった理由としては、単純な

心情の把握ではなく、�心情の把握、�その
理由の理解、�３０字以内での表現という３つ
の条件を含む形で出題されていることがあげ

られる。

こうした力を育てるためには、文脈を正し

くとらえて読む、理由や根拠を把握して読む

といった学習指導について工夫を凝らすこと

が重要である。

５．言語事項について

	
���は漢字の読みである。通過率は、
それぞれ７０．６％、６４．１％、９５．６％となってお

り、大きな問題は見いだされない。しかし、

漢字を読むことは、文字情報理解の基礎に位

置するだけに、さらに確かな定着が得られる

よう、学習指導上の工夫が求められる。

問題があると思われるのは熟語の意味にか

かわる設問であって、	���の２問の通過
率は、それぞれ３４．８％、２３．０％にとどまって

いる。

熟語の使用の力に関しては、一般的に、そ

の熟語に触れる機会の多少によって左右され

る。特に本設問に出題されている語には同音

異義語があるので、そのことも留意した指導

の工夫が求められる。語彙指導の形で取り出

して指導するということも考えられるが、文

脈の中での理解という点からは、教室以外の

場での読書機会も視野に入れ、多様な読みの

機会が設定されるよう配慮したい。

	��は、ことわざの用法に関する設問で
あるが、通過率は５６．０％となっている。他の

２問も同様の内容の設問であるが、８９．３％、

７３．２％という通過率になっている。これは、

�の設問で問うことわざが、最近の生徒には
比較的なじみの薄いものになっていること、

他の２語に比べて、やや意味のとりにくい面

を持っていることなどが考えられる。慣用句

やことわざに関しては、生徒の学習機会を設

定するための工夫が大きな課題となっている。
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１．調査問題と採点基準について

調査問題の難易度は、中学校２年生を対象

とする問いとしては標準的であり、正解や許

容範囲を示す採点基準も多方面からの配慮が

行き届いている。

ただし国語科では、記述式の解答に関する

採点基準が殊の外難しい。たとえば、�
の
採点基準などである。この小問は、「正解」

と「準正解」とを設定しているので、通過率

は高くなっている。しかし、��は「正解」
だけなので、通過率は低い。「準正解」を設

定することもできるのではないかと考えられ

るところである。

２．通過率からみる全体的傾向

全般的に通過率の高い領域は音声言語

（�）領域である。各小問ごとの通過率も、
９３．３％、９６．３％、９７．０％、７８．１％であり、他

と比較するとかなり高いことがわかる。

通過率だけをみれば、説明的文章の読み

（�）の領域と文学的文章の読み（�）の
領域は、それぞれ１つの小問が、４８．９％、

３０．８％と低いだけで他の小問は多少のバラツ

キはあるがまずまずである。

言語事項（	）の領域も、�（熟語の意
味）以外はやはり多少のバラツキはあるもの

の、まずまずの通過率である。

以下、領域ごとに調査結果をもとに指導の

ポイントを考えてみよう。

３．音声言語領域の指導のポイント

�は、話を聞く力と聞いたことをもとにし
て考えたことを書く力を問う問題である。小

学校、中学校、高等学校の新学習指導要領の

国語科の教科目標に「伝え合う力」という文

言が加えられたことからもわかる通り、これ

からの国語教育においては、話をしたり、聞

いたり、話し合ったりする力、つまりコミュ

ニケーション能力の育成がきわめて大事なも

のとなる。

とりわけ、これからは聞く力が大事になる。

遠藤栄（放送大学客員教授）によれば、アメ

リカの大学のテキストには「聞き手がコミュ

ニケーションの責任の５１％を負う」と述べら

れているそうである。聞き手をいかに育てる

かが指導のポイントである。

ところで、�の通過率がかなり高いことを
先に述べたが、この結果に安心することなく、

話したり、聞いたり、話し合ったりする力、

コミュニケーション能力の育成に一層の重点

を置いて指導すべきであろう。

なぜならば、
の通過率は７８．１％ではある
が、それは準正解を加えた数であって、正解

率は４７．７％しかない。準正解の３０．４％を正解

に導くための指導を怠ってはならない。

４．説明的文章の読みの指導の
ポイント

第１５期中教審の第１次答申（１９９６年７月）

には、初等中等教育で育成を重視する資質・

能力の１つとして「論理的思考力や科学的思

考力を育てること」とある。また教課審の答

申（１９９８年７月）には、読むことの領域の具

体的事項として「目的や意図に応じて、要点

や要旨などを読み取る能力」の育成を重視す

ることが示されている。説明的文章の読み

（�）がこれらにかかわる問題である。
ところで、�であるが、これが国語の問題

なのかという疑問を持つかもしれない。とり

わけ、
と�は数学のグラフを読み取る問い
ではないかと疑問を持つことは十分考えられ

るところである。

［２］

大熊 徹（東京学芸大学教授）
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そこで、設問をよく検討してみよう。


を解くには単にグラフを読み取るだけで
はなく、叙述の細部までをも正確に読むこと

が必要なのである。なぜならば、本文中のご

みの量の表現に注意してみると、「四万五千

トン」「八万七千トン」とうように千トン単

位なのである。このことを読み取らないと正

確には答えられないのである。

また、数学的に正確にグラフを読み取って

いても、それをいかに表現するかという段階

になると国語の表現力がものをいうのである。

さらに、これからは、総合的な学習の時間

の調べ学習として、百科事典・新聞・地図・

理科年表・統計記録などあらゆる資料を読む

必要に迫られてくる。いわゆる文字中心の書

籍を読むという〈読み〉の概念から資料類を

含めた幅広いものの〈読み〉へと発想の転換

をすることが必要なのである。

さて、正解率の一番低い小問は
であり、
２２．７％である（ただし、準正解が４５．３％ある

ために通過率は６８．０％）。この問いは、筆者

の要旨を踏まえて、その要旨と同じ主旨のこ

とを書かなければならないから高度である。

指導のポイントとしては、まず要旨をとら

えさせる。そして、要旨の延長線上に位置づ

く具体的な内容を考えさせることである。ま

た、「まずできることは、」という書き出しに

つながるように書くこともおさえたい。

�は、「次に」「最後にもう１つ」という叙
述の要点を示す言葉に着目させることが指導

のポイントである。また�は、文章中の表現
をそのまま使って答えることである。しかも、

短くて適切な言葉をとらえさせることが、指

導のポイントといえよう。

５．文学的文章の読みの指導の
ポイント

登場人物の心情や場面の情景を豊かに想像

して読む力、さらに、読んだことをもとにし

て、豊かに想像したことを文学的に書く力を

問う問題である。

先に紹介した教課審の答申（１９９８年７月）

では、従来の国語科の指導の在り方を「文学

的な文章の詳細な読解にかたよりがちであっ

た」と指摘し、その指導の在り方を改めるよ

うに指示している。

しかし、�の通過率をみる限りにおいては、
�を除けば他の小問の通過率は高い。これま
での国語科の指導によって子どもたちに文学

的な文章を読む力が育ってきたことを示して

いるといえよう。

やはり、教課審の答申（１９９８年７月）が指

摘しているような「読書に親しむ態度を育て

る」ことが指導のポイントとなろう。

なお、�だが、冒頭にも述べたように、「準
正解」を設定することもできるのではないか

と考えられる。記述式の問いなのであるから

そのほうがより適切な調査結果が得られたか

もしれない。もちろんそうすれば、通過率が

高くなることはいうまでもない。

６．言語事項の指導のポイント

言語事項の各小問を比較すると、	���
の通過率が際だって低い。

紛らわしい熟語を使い分ける力は、作文を

書く際に必要となる。同音異義語、同訓異字

等とともに指導することが大事である。
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